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第１章 調査の実施概要 

１ 調査の目的 

「第２期留萌市子ども・子育て支援事業計画」の策定にあたり、市民の子育て環境、教育、

保育の利用状況と利用希望、意見などについて、国の基本指針等に基づき、アンケート調査を

実施しました。 

 

２ 調査の方法 

調査票の種類は以下の４種類で、住民基本台帳から下記対象世帯を母集団として、系統抽出

方法により抽出しました。 

 

調査票の種類 調査の方法 

母子手帳交付者 郵送配布・回収 

未就学児の保護者 郵送配布・回収 

小学生の保護者 郵送配布・回収 

小学生・中学生児童 

小学生：留萌小学校、東光小学校の５年生 

中学生：留萌中学校、港南中学校の２年生 

学校において配布・回収 

 

３ 調査期間 

平成３０年１２月１１日（火）～１２月２１日（金） 

※１２月２１日以降に返送された調査票は、可能な限り集計に含めました。 

 

４ 調査票回収状況 

調査票の種類 配布数 回収数 
有効回収数 

（無効票） 
回収率 

母子手帳交付者 ４２票 １２票 １２票 ２８．６％ 

未就学児の保護者 ６６１票 ２８９票 
２８６票 

（３票） 
４３．７％ 

小学生の保護者 ６５８票 ２８１票 ２８１票 ４２．７％ 

小学生・中学生児童 ２３６票 ２３６票 ２３６票 １００．０％ 

合 計 １，５９７票 ８１８票 ８１５票 ５１．２％ 
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５ 留意点 

✔ 本文、表、グラフ等に使われる「ｎ」は、各設問に対する回答者数としています。 

✔ 百分率（％）の計算は、小数第２位を四捨五入し、小数第１位まで表示しています。従っ

て、単数回答（１つだけ選ぶ設問）においても、四捨五入の影響で％を合計しても 100％

とならない場合があります。 

✔ 複数回答（２つ以上選んでよい設問）においては、％の合計が 100％を超える場合があ

ります。 

✔ 本文、表、グラフは、表示の都合上、調査票の選択肢等の文言を一部簡略化している場

合があります。 

✔ 回答数が 30 未満の場合は、比率が上下しやすいため、傾向をみるに留めて本文中では

触れていない場合があります。 
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第２章 調査結果 

１ 母子手帳交付者 

（１）あなたのご家庭の状況について 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

(n=12)

年齢 回答数

25歳 2

26歳 2

27歳 1

30歳 1

31歳 1

32歳 1

33歳 1

35歳 2

37歳 1

(n=12)
配偶者の有無 回答数

配偶者がいる 11
配偶者はいない 1
その他 -

(n=12)

家族人数 回答数

1人 1

2人 4

3人 3

4人 1

6人 2

無回答 1

問 1 あなたの生年月をご記入ください。 

問 2 配偶関係についてうかがいます。 

問 3 現在同居している家族の状況についてうかがいます。【複数回答】 

(n=12)
家族の状況 回答数

配偶者 10
子 5
あなたの（父・母） 1
配偶者の（父・母） 1
その他 2

(n=5)
子どもの人数 回答数

１人 3
２人 2

(n=5)
子どもの属性（人数） 回答数

幼稚園通園児童（1人） 1
中学生（1人） 1
その他（2人） 1
無回答 2

［その他の記述］ 

・妹・弟 

・妊娠中 
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（２）あなたの現在の就労状況等について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(n=12)
母親の就業状況 回答数

フルタイムで働いており、現在、（産休・介護休業中）ではない 3
フルタイムで働いており、現在、（産休・介護休業中）である 2
パートタイムで働いており、現在、（産休・介護休業中）ではない -
パートタイムで働いており、現在、（産休・介護休業中）である -
以前は就労していたが、現在は就労していない 6
これまで就労したことがない 1

(n=12)
育児休業給付、保険料の免除の認知 回答数

育児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた -
育児休業給付のみ知っていた 6
保険料免除のみ知っていた 1
育児休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった 5

(n=5)
育児休業制度の取得（予定）状況 回答数

育児休業制度があり、現在取得中である -
育児休業制度があり、取得したことがある -
産休終了後、育児休業制度を利用する予定 2
育児休業制度があるが、取得したことがない -
育児休業制度がない 1
無回答 2
※予定期間は2件とも「12か月間」

(n=5)
出産後の就労 回答数

出産後も就労を続ける 4
出産後は就労しない -
未定 1
その他 -

問 4 あなたの現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）についてうかがいます。 

問 5 あなたは、子どもが原則１歳になるまで育児休業給付が支給される仕組み、子どもが満

３歳になるまでの育児休業期間について健康保険及び厚生年金保険の保険料が免除にな

る仕組みがありますが、そのことをご存じでしたか。 

問 6 問 4 で「１～４（現在就労している）」を選んだ方：あなたの勤務先には育児休業制度

がありますか。ある場合には、取得状況または予定についてうかがいます。 

問 7 問 4 で「１～４（現在就労している）」を選んだ方：あなたの出産後の就労についてう

かがいます。 
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（３）配偶者について 

問 2 で「1.配偶者がいる」を選んだ方 

 

 

 

 

 

 

 

 

(n=7)
出産後の就労 回答数

出産後は就労したい 2
就労は考えていない 1
今は考えていないが、子どもが（□□か月又は□才）になったら就労したい 2
未定 2
その他 -
※「1歳」1件、「3歳」1件

(n=4)
就労希望 回答数

フルタイム -
パートタイム 3
その他 -
無回答 1
※「週3日：1日3時間」1件、「週3日：1日5時間」1件、「週4日：無回答」1件

(n=11)
父親の就業状況 回答数

就労している 11
就労していない -
就職活動中である -
疾病等により療養中である -
その他 -

(n=11)
父親の就労日数（１週間） 回答数

１日 -
２日 -
３日 -
４日 -
５日 8
６日以上 3

問 8 問 4 で「５～６（現在就労していない）」を選んだ方：あなたの出産後の就労について

うかがいます。 

問 9 問 8 で「1 または 3（現在就労していて、産休・介護休業中ではない）」を選んだ方：

どのような形態での就労を希望していますか。 

問 10 現在の就労状況についてうかがいます。 

問 11 問 10 で「１．就労している」を選んだ方：週のうち何日くらい仕事をしていますか。 
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［その他の記述］ 

・日祝は休み 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

(n=12)
土曜日の就労状況 回答数

仕事をする 9
毎週休み 3
※「1日」1件、「2日」4件、「3日」1件、「4日」2件、無回答1件

(n=12)
日曜日・祝日の就労状況 回答数

ほとんどする -
時々する 6
ほとんどしない 5
その他 1

(n=12)

就労時間 回答数

7時間45分 1

8時間 6

8時間50分 1

9時間 1

10時間 2

15時間 1

(n=12)
残業の有無 回答数

ほとんどない 2
ある 10
※「4時間」1件、「10時間」2件、「15時間」3件、「20時間」3件、無回答1件

(n=12)
父親の家事に対する協力 回答数

よくする 4
時々する 2
あまりしない 3
したいけれどあまりできない 1
しない 1
無回答 1

問 12 問 10 で「１．就労している」を選んだ方：土曜日は仕事をしていますか。 

問 13 問 10 で「１．就労している」を選んだ方：日曜日や祝日に仕事をしますか。 

問 14 問 10 で「１．就労している」を選んだ方：１日の平均的な勤務時間は何時間ですか。 

問 15 問 10 で「１．就労している」を選んだ方：残業は１か月に何日くらいありますか。 

問 16 掃除や洗濯などの家事について協力するほうですか。 
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（４）保育や教育などに関することについて 

 

 
 

 

 

 

［その他の記述］ 

・保育所か幼稚園→今は幼稚園もあずかり保育があるため両方検討中です。 

  

(n=12)
育児に関して話し合いの有無 回答数
よくする 2
時々する 6
あまりしない 1
したいけれどあまりできない 2
しない 1

(n=12)
父親の育児休業取得の予定 回答数

取得する予定である -
取得する予定はない 11
その他 -
無回答 1

(n=12)

保育所や幼稚園に通わせたい年齢 回答数

０歳 -

１歳 3

２歳 1

３歳 7

４歳 1

５歳 -

思わない -

(n=12)
通わせたい施設 回答数

保育所 7
幼稚園 4
必要がない -
その他 1

問 17 出産後の育児について夫婦で話し合うことはありますか。 

問 18 配偶者の育児休業についてうかがいます。 

問 19 保育所や幼稚園には何歳から通わせたいと思っていますか。 

問 20 保育所と幼稚園のどちらに通わせたいと思っていますか。 
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［その他の記述］ 

・働く予定があるため 

・なるべく働きに出たいと考えるため 

・出産後働きたいから 

 

 

 
 

［その他の記述］ 

・現在、子どもが通っているので。 

 

 

 

  

(n=7)
保育所に通わせたい理由 回答数

自分が働いているため 3
保育所の方が近くにあるため -
近所の子どもたちがたくさん通っているため -
所得、子どもの年齢に合わせた保育料の設定になっているため -
給食が用意されているため 2
保育時間が長く、夏・冬休みがないため 3
保育所の方が設備が整っているため 1
保育所の方が家庭的でのびのびと保育してくれるため -
年齢に合わせたクラスで保育をしているため 1
その他 3

(n=4)
幼稚園に通わせたい理由 回答数

自分（父親）が働いていないため 2
子どもが小さいうちは家庭で養育したいため 1
幼稚園の方が近所にあるため -
近所の子どもたちがたくさん通っているため -
保育料が安いため 1
送り迎えをしてくれるため 1
幼稚園の方が設備が整っていると思うため -
幼児教育に関心があるため 3
年齢に合わせたクラスで保育をしていると思うため 2
その他 1

(n=12)
保育所や幼稚園に注力してほしいこと 回答数

いろいろな遊びを体験させてほしい 6
子どもの自主性や友だちとのふれあいを育ててほしい 8
子どもの健康作りに力を入れてほしい -
生活習慣など、子どものしつけに力をいれてほしい 2
音楽や絵画、スポーツなど、子どもの特技を伸ばすような保育・教育をしてほしい 2
子どもの個性を尊重し、のびのびと保育・教育してほしい 6
その他 -

問 21 問 20 で「１. 保育所」を選んだ方：保育所に通わせたい主な理由【複数回答】 

問 22 問 20 で「２. 幼稚園」を選んだ方：幼稚園に通わせたい主な理由【複数回答】 

問 23 保育所や幼稚園で、特に力を入れてほしい内容はどのようなことですか。【複数回答】 
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［その他の記述］ 

・動植物との共生の心を身につける 

・英語教育 

 

（５）子育てなどに関することについて 

 

 

 

 

 

  

(n=12)
次世代を担う子どもたちを育てるために、大切だと思うこと 回答数

お年寄りとふれあい、知恵を学んだり一緒に楽しく生活することを喜ぶ経験を重ねること 7
ふるさとの伝統的な文化（生活や知恵）を伝え、故郷を大事にする気持ちをはぐくむこと 5
他の国の人々との交流をはかり、いろいろな国の生活や文化を知る機会を持つこと 6
ひとりひとりの人権（家族、友だち）を大切にする心を育むこと 12
自然の美しさやリサイクルの必要性など地球環境を大切にする心を育むこと 5
基本的な生活習慣を身に付けること 8
その他 2

(n=12)

理想の子どもの人数 回答数

１人 -

２人 7

３人 5

４人 -

５人以上 -

(n=12)

今後持ちたい子どもの人数 回答数

１人 2

２人 4

３人 1

４人 -

５人以上 -

これ以上持つ気はない 2

わからない 3

問 24 次の世代を担う子どもたちを育てるために、どのような保育が大切なことだと考えて

いますか。【複数回答】 

問 25 あなたの、理想とする子どもの数は何人ですか。 

問 26 今後何人子どもを持とうとお考えですか。 
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［その他の記述］ 

・自分の負担が多くなる。自分の時間がなくなる 

 

 

 

 

 

 

 

［その他の記述］ 

・通園センター 

・従姉妹 

 

(n=3)
理想より持ちたい子どもの数が少ない理由 回答数

子育てにかかる費用が大変だから 1
仕事と子育ての両立が大変だから -
自分の健康に自信がないから 1
高齢なのでこれ以上子どもを持つのは大変だから 1
子育てにかかる精神的・肉体的負担が心配だから 1
社会がたくさん子どもを持つ状況にないから -
家が狭いから 1
その他 -
無回答 1

(n=12)
子どもを育てる良さ 回答数

家庭が明るくなり、笑顔が増えるから 10
家族の結び付きを強めるから 3
子育ては自分の成長にもつながるから 9
親になったという充実感を感じるから 3
次の社会を担う世代をつくるため 2
家の存続のため -
老後の頼りになるから -
子どもはどんな時もかわいいから 4
その他 -

(n=12)
子育てに関する相談相手 回答数

夫（妻） 10
父母 10
兄弟姉妹 3
近所の人 -
友人 5
医者 1
保健所 1
保育所・幼稚園 1
児童センター・子育て支援センター 3
学校 1
インターネット 2
その他 2

問 27 問 26 で＜理想より実際に持ちたい子どもの数が少ない方＞：その理由は何ですか。【複

数回答】 

問 28 子どもを育てることの良さはどこにあるとお考えですか。【複数回答】 

問 29 子育てで困ったとき、誰に相談しようと思っていますか。【複数回答】 
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(n=12)
子育ての不安・悩みの有無 回答数

ある 12
ない -

(n=12)
子育てに関する不安や悩み 回答数

子どもの将来のこと 8
経済的負担のこと 8
必要な時に仕事が休めないこと 4
自分の時間が持てなくなること 3
遊び場などの環境が整っていないこと 4
衣食住のこと 1
子育てのため、社会参加の機会が少なくなること 1
安心して子どもを預けるところがないこと 4
その他 -

(n=12)
子育ての悩みを解消するために必要なこと 回答数

家族の協力が得られること 6
信頼できる身近な人と気軽に相談ができること 1
気軽に相談できる専門の機関があること 1
子どもと接する時間が十分にあること 1
その他 -
無回答 3

(n=12)
子育てに関する相談情報で心配に思うこと 回答数

出産予定の母親や父親同士の情報交換の場がないこと 4
子どもの病気や発達について適当な相談相手が身近にいないこと 2
子どもの食事や栄養について適当な相談相手が身近にいないこと 3
子どもの遊ばせ方やしつけについて適当な相談相手が身近にいないこと 2
保育所や幼稚園のサービスについての情報が入手しにくいこと 6
その他 -
無回答 5

(n=12)
子育てに関する情報・相談の場ができてほしい場所 回答数

母親や父親同士が集い、情報交換できるところ 4
子どもに遊びを教えたり、しつけをしてくれるところ 2
電話やそこで相談できたり、情報を得ることができるところ 6
家庭訪問をして相談にのってくれるところ 1
夜間や日曜日にも相談を受けたり、情報を得ることができるところ 4
その他 -
無回答 3

問 30 子育てをするにあたって不安に思うことや悩みがありますか。 

問 31 子育てに関する悩みを解消するためには何が必要だと考えますか。 

問 32 子育てに関する相談情報等について、心配に思うことはありますか。【複数回答】 

問 33 身近な地域で子育てに関する情報・相談の場ができるとしたら、どのような場所になっ

てほしいとお考えですか。【複数回答】 
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［その他の記述］ 

・なるようにしかならないので無理に増やす減らすを心配しても仕方ない 

(n=12)
乳幼児を養育するにあたり望ましい環境 回答数

乳幼児期は十分なスキンシップを心がける 9
現在の少子化時代において子どもの社会性を育むには子ども同士のふれあいが必要 3
必要以上の干渉は避け、子どもの自主性を高める -
家族の一家団欒を多くし、親子の絆を強める 3
幼児期の楽しい想い出があるほど、豊かな人格形成ができる 2
「三つ子の魂百まで」と言われるように、３歳くらいまでは親の安定した関わりが大事 3
子どもが出すサインに気付き受け止められる親であるべき 1
家庭が一番安定しくつろげる場所であるべき 6
親が育てるより専門家（保育士、幼稚園教諭等）に預けた方が良い -
子育てには、ときには体罰も必要であると思う 1
いかなる理由があろうと、体罰は絶対与えてはいけないと思う 2
その他 -
無回答 2

(n=12)
少子化について 回答数

非常に心配である 4
少し心配である 4
あまり心配していない 2
むしろ望ましい -
無回答 2

(n=8)
少子化が心配な理由 回答数

将来若い人が少なくなり、社会の活力が低下する 4
お年寄りを介護する負担が大きくなる 5
人手不足で経済が停滞する 2
子どもの遊び相手が少なくなり、子どもの成長に好ましくない 1
いずれ人口が減り、国力が衰える 3
その他 -

(n=2)
少子化が心配ではない理由 回答数

シルバー産業の発展で社会の活力はなくならない -
人手不足は機械化等で補うことができる 1
国の学校教育費等のお金が、老人の福祉に向けられる -
就業の機会が増えて、個人の能力が活かされる 2
受験戦争や住宅難などが解消されて、ゆとりのある社会になる -
その他 1

問 34 あなたは乳幼児にどのような養育環境が最も望ましいとお考えですか。【複数回答】 

問 35 最近日本では子どもの数が減っていますが、あなたはこのことについてどう思いますか。 

問 36 問 35 で「１または２（非常に、少し心配である）」を選んだ方：心配と考える主な理

由は何ですか。【複数回答】 

問 37 問 35 で「３または４（あまり心配していない、むしろ望ましい）」を選んだ方：心配

していない、望ましいと考える主な理由は何ですか。【複数回答】 
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（年齢・子どもの人数） 

保育施設等での保育士の幼児への虐待のニュース、報道がある度に、預けて良いのか、安全性は

どうなのか心配になる。(26 歳・なし) 

土日祝日など関係なく、また、天候にも関係なく、子どもが安心して遊べる場所が留萌市内にも

欲しい。無料で乳児、幼児、それ以上のエリア分けがされていて見守りする大人が２人以上いる

ような所が良い。(35 歳・1人) 

育児にかかる費用など経済的負担への援助が充実してくると良い。(33 歳・2人) 

健診などに行った際、親同士知り合いの人たちが集まっているため、その輪に親も子も入れなく、

なかなか友人が出来ない。子どもに友達を作ってあげたいが難しい。(32 歳・1人) 

保育施設、遊び場、買い物施設等の充実化。保育士や幼稚園教諭等の働く側の待遇改善。(25 歳・

なし) 

留萌市は児童センターや保育所、学童保育が多く、子育てがしやすそうという印象を持っていま

す。子の医療費や２人目以降の保育料の負担が少ないというのもいい制度だと感じています。現

在妊娠中（第１子）ですが、産婦人科や小児科の設備、人員をしっかり整える必要があるかと思

います。常勤の先生がいない、診療時間が午前中のみなど、妊婦にとっては不安に感じるのでは

ないでしょうか。留萌で子育てできるのを楽しみにしているので、ぜひアンケート結果を反映し

よりよい町づくりをしていただきたいです。よろしくお願いします。(31 歳・なし) 

 

 

(n=12)
子どもの数が減っている原因だと思うっこと 回答数

子育ての費用負担が大きいから 8
子育てをする施設、制度が十分でないから 5
子育てと仕事の両立ができないから 3
生活環境が悪くなったから -
結婚するのが遅くなったから 2
結婚しなくなったから 1
子育ての精神的・肉体的負担が大きいから 2
趣味など、自分の時間を持ちたいから 3
その他 -

問 38 あなたは、子どもの数が減っている原因は何にあるとお考えですか。【複数回答】 

問 39 最後に、国、道、市等の保育行政に望むことや育児に関しての悩み等がありましたら、

自由にご記入ください。【自由記述】 
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２ 未就学児童保護者 

（１）封筒の宛名のお子さんとご家族の状況について 

 

 ・調査対象のお子さんの年齢は「０歳」9.1％、「１歳」11.5％、「２歳」16.1％、「３歳」14.0％、

「４歳」17.1％、「５歳」17.8％、「６歳」14.3％となっています。 

 

 

 

 ・調査票の回答者は「母親」が 90.6％、「父親」が 9.4％となっています。 

 

 

 

 ・調査票の回答者の配偶関係は、「配偶者がいる」人は 94.8％、「配偶者はいない」人は 5.2％と

なっています。 

 

  

０歳 n= 286

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳

9.1 

11.5 

16.1 

14.0 

17.1 

17.8 

14.3 

0 10 20(%)

母親

父親

その他 n= 286

90.6 

9.4 

0.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%)

配偶者がいる

配偶者はいない

n= 286

94.8 
5.2 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%)

問 1 宛名のお子さんの生年月をご記入ください。 

問 2 この調査票にご回答いただく方はどなたですか。 

問 3 この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。 
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 ・調査対象者のお子さんの子育てを主に行っている人は、「父母ともに」が 62.6％で最も多く、

次いで「主に母親」が 36.7％となっています。 

 

 

（２）子どもの育ちをめぐる環境について 

 

 ・調査対象者のお子さんの子育てに日常的に関わっている人（施設）は、「父母ともに」が 68.9％

で最も多く、次いで「保育所」28.0％、「母親」27.6％、「祖父母」23.8％、「幼稚園」21.0％と

なっています。 

 

 

［その他の記述］ 

・児童館、支援センター  ・支援センター、児童館  ・通園センター  

・児童センター   ・託児所（４件）  ・兄、姉 

・叔父、叔母   ・叔母    ・母の姉  

・学校    ・姉（２件）   ・託児所 市立病院 

  

父母ともに

主に母親

主に父親

主に祖父母

その他 n= 286

62.6 

36.7 

0.7 

0.0 

0.0 

0 10 20 30 40 50 60 70(%)

父母ともに

母親

父親

祖父母

幼稚園

保育所

その他 n= 286

68.9 

27.6 

2.8 

23.8 

21.0 

28.0 

5.9 

0 10 20 30 40 50 60 70 80(%)

問４ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。 

問５ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）に日常的に関わっている方はどなた（施設）で

すか。【複数回答】 
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 ・調査対象者のお子さんの子育てに最も影響すると思う環境としては、「家庭」が 99.3％で最も

多く、次いで「保育所」40.6％、「幼稚園」36.0％、「地域」29.4％となっています。 

 

 

［その他の記述］ 

・はーとふる   ・支援センター、児童館（２件） ・通園センター 

・人的環境   ・託児所（６件）  ・母方の祖父母 

・よく意味がわかりません 

 

 

 ・日頃、調査対象者のお子さんをみてもらえる状況としては、「緊急時もしくは用事の際には祖

父母等の親族にみてもらえる」が 57.7％で最も多く、次いで「日常的に祖父母等の親族にみて

もらえる」が 24.8％となっています。一方、「いずれもいない」と回答した人は 17.5％となっ

ています。 

 

  

家庭

地域

幼稚園

保育所

その他 n= 286

99.3 

29.4 

36.0 

40.6 

4.9 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%)

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

　無回答 n= 286

24.8 

57.7 

1.4 

9.1 

17.5 

1.7 

0 10 20 30 40 50 60 70(%)

問６ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）に、もっとも影響すると思われる環境は何だと思い

ますか。【複数回答】 

問７ 日頃、宛名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。【複数回答】 
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 ・親族にお子さんをみてもらっている状況としては、「祖父母等の親族の身体的・精神的な負担

や時間的制約を心配することなく、安心して子どもをみてもらえる」が 56.5％で過半数を占め

る一方で、「祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である」24.3％、「自分

たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい」22.9％といった意見も各々２割以上

となっています。 

 

 

［その他の記述］ 

・働いているため、見てもらうのに時間的制約がある。 

・まだ緊急時に頼んだことはないが祖母宅が遠方なため気軽には頼めない。 

・夫の親姉妹にはやはり気をつかうので、極力頼まないようになる。 

・父母両実家が遠いため、本当の緊急時の場合のみのためあまり頼れない。 

・負担は少なからずかけていると思うが、それほど心配はしていない。 

・市外にいる。 

・祖母の仕事が休みの時は心配なく子供を見てもらえる。 

・安心してもらえるが時間的制約はある（仕事等）。 

・時間は多少心配ではあるが大きな心配はない。 

・遠方のため移動が大変。 

  

祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である

祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である

自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある

その他 n= 214

祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、
安心して子どもをみてもらえる

56.5 

15.9 

24.3 

22.9 

8.4 

4.2 

0 10 20 30 40 50 60(%)

問７-１ 問 7 で「１または２（日常的、緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみて

もらえる）」を選んだ方：祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況につい

てお答えください。【複数回答】 
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 ・友人・知人にお子さんをみてもらっている状況としては、「友人・知人の時間的制約や精神的

な負担が大きく心配である」が 44.4％で最も多く、「友人・知人の身体的・精神的な負担や時

間的制約を心配することなく、安心して子どもをみてもらえる」「自分たち親の立場として、

負担をかけていることが心苦しい」が各々３割以上となっています。 

 

［その他の記述］ 

・気は使う。申しわけない気持ち。 

・今までに一度も見てもらった事はない。保育所に緊急時に両親と連絡つかない場合にどうし

ても必要といわれ、あては一応ある。 

・本当に困っていたら頼めば見てもらえると思う。 

  

友人・知人の身体的負担が大きく心配である

友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である

自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

子どもの教育や発育にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある

その他 n= 27

友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、
安心して子どもをみてもらえる

33.3 

3.7 

44.4 

33.3 

0.0 

11.1 

0 10 20 30 40 50(%)

問７-２ 問 7 で「３または４（日常的、緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる

友人・知人がいる）」を選んだ方：友人・知人にお子さんをみてもらっている状況に

ついてお答えください。【複数回答】 
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 ・子育てについて気軽に相談できる相手としては、「祖父母等の親族」が 77.3％で最も多く、次

いで「友人や知人」65.0％となっています。一方、「保育士」「子育て支援施設・ＮＰＯ」「幼

稚園教諭」は１～２割程度となっています。 

 

［その他の記述］ 

・配偶者  

・夫 

・インターネット 

・ＳＮＳ（２件） 

・職場の人達。ことばの教室の先生。 

・職場の同僚 

・職場、託児所 

・職場の上司、おばさん 

・ことばの教室の先生 

・母方の祖父母 

・同年代の子を持つ同僚 

・親の趣味等の友人・知人 

 

  

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

子育て支援施設・ＮＰＯ

保健所・保健センター

保育士

幼稚園教諭

民生委員・児童委員

かかりつけの医師

市の子育て担当窓口

いない

その他

　無回答 n= 286

77.3 

65.0 

3.5 

19.2 

3.8 

22.4 

13.3 

0.0 

4.5 

0.3 

3.1 

4.5 

4.2 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90(%)

問８ お子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。

【複数回答】 
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（調査対象者の年齢・回答者の続柄） 

リフレッシュのために１時間～２時間くらい安心して預けられる。(０歳・母親) 

一時的にお世話をしてくれる、または手伝ってくれる等。(０歳・母親) 

民間を問わない社会資源の情報提供。徒歩圏内に気軽に短時間（買物に行く間の１時間未満程度）

子どもを預かってくれるようなサポート。授産。生活支援（主に経済的な）。(０歳・母親) 

行政からの育児に関するこまめな情報発信。(０歳・母親) 

無料で子供を預けられる施設。妊娠中、上の子供を必ず保育園等に預けられるサポート。子育て

支援センターが近くにない。近くにあったら良かった。(０歳・母親) 

相談に乗ってもらえる。緊急時に安心して預けられる。(０歳・母親) 

土日、祝日に開放している遊び場があれば良いと思う。(０歳・母親) 

就学前の子供が、もっと遊べる所（学べる所）があればいいなと…。（土・日・祝でも遊べる所）

(１歳・母親) 

家事や用事をすます間、見ていてもらえるとありがたい。(１歳・母親) 

保育料が高すぎて保育園に入所させて、働きたくてもそれができません。(１歳・母親) 

定期検診がもっとたくさんあるとよい。例えば１歳検診など。(１歳・母親) 

外出したい時に、少しの時間でも預けられる場所や人たちが居たら良いと思います。家では家事

等もあり、なかなか遊んであげたり、学習させたりすることができないため、保育園に入れなく

ても、教育してもらえる場所などがあれば良いと思います。(１歳・母親) 

幼稚園、保育園の案内が欲しい。留萌市内のどこに何があるのかわからないことだらけで子ども

がいると調べたり探すのも大変だった。(１歳・母親) 

子供を連れていける場所（座れる所、靴をぬいであそべるスペース）が増えたら助かります。(１

歳・母親) 

経験からのアドバイスを色々聞けるとありがたいです。（教育、運動、習い事などのことから成

長における問題について…（イヤイヤ期）(１歳・母親) 

金銭的なサポート。(１歳・母親) 

食事中遊んでくれる。(１歳・母親) 

小さな頃から他の子と関われるような場所、施設、イベント。(１歳・母親) 

定期的に相談に乗ってもらいたい。(１歳・父親) 

同じ位の月齢の子の親と話をする機会があれば、安心できます。(２歳・母親) 

留萌のような雪の多い地域では冬に遊ぶとなると、家でしか無理なことが多いです。はーとふる

は正直狭すぎですし、風邪が蔓延しています。子育て引退世代の方に子供を預かっていただける

サービスなどがあると助かります。(２歳・母親) 

子育て支援センターは家から近いのですが、子どもが人見知りする事が多いので、もう少し入り

やすい環境を作っていただけるとありがたいです。(２歳・母親) 

当日でも預けられる場所、自宅まで預かりに来てくれるサポート。(２歳・母親) 

病児保育、２４時間の託児。(２歳・母親) 

問９ 子育て（教育を含む）をする上で、周囲（身近な人、行政担当者など）からどのような

サポートがあればよいとお考えでしょうか。【自由記述】 
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仕事がない時でも預かってくれる所。サポートセンターなど知らない環境ではなく、いつも預け

ている顔見知りの先生がいる所（利用している託児所）が理想です。(２歳・母親) 

気軽に子どもを見てくれる支援センターなどの充実。(２歳・母親) 

もっと気軽にお願いできれば…。(２歳・母親) 

どうしても普段の食事が母子２人きりなのでわいわい食事が出きる場が身近にあると助かる。子

供食堂に参加した際はすごく楽しそうでした。(２歳・母親) 

緊急時の際などに気軽に子供を預けられる環境があれば、非常に助かる。（料金によるが）(２歳・

母親) 

日曜日に気軽に遊べる全天候型施設があれば助かる。サポートがあっても性格的に使えないと思

う。(２歳・母親) 

ＮＰＯ法人のような一時預かり施設はありますが、半日預けるとすごく金額がかかってしまい、

利用しづらくなってしまいます。保育園などでも一時預かりを行ってもらえると嬉しいです。（１

日の上限金額設定のうえで）(２歳・母親) 

土日でも支援センターのような場所が使えるといいと思います。公園は雨の日、冬は使えないの

で室内の遊べる場所が増えるといいなと思います。(２歳・母親) 

母親が病気等で休みたい時、ゆっくり誰かが子供達の面倒を見てくれると、休んでしっかり治し

たり出来るので、半日くらい預かれて、ご飯の心配とかもしなくて良い所が欲しいです。(３歳・

母親) 

子育ての悩みなど、人に相談したいけど知人にバレたくないなどある事もあるので掲示板のよう

なものがあれば同じ様な悩みがあるのは自分だけじゃないんだ、と安心できるかも。特に第一子

の親で、なかなかママ友とかができないとかあるため。(３歳・母親) 

子どもが病気になっても、預かってくれる場所が必要。(３歳・母親) 

金銭的な援助、家から徒歩５分以内の公園等子供が遊べる施設の設置、無料の家と公園を結ぶ公

共機関等のサポート。(３歳・母親) 

疲れた時に見てもらえ、一人の時間が過ごせるようなサポートがすぐに使えると良いなと思いま

す。(３歳・母親) 

手紙での連絡。(３歳・母親) 

未就園児であれば無料で２～３時間は預かってもらえる。(３歳・母親) 

第２子が産まれると、買い物や病院、銀行に少し行くとなるだけで本当に大変なことです。もっ

と気軽に少しの間だけでも子どもを見てくれるようなサポートがあると助かるなと思います。（１

時間だけ第１子を見ていてくれるとか、一緒に病院ついてきてくれるとか…。）(３歳・母親) 

相談や買い物の間等の短時間の保育。(３歳・母親) 

行政の人は、親を追い詰めない様な対応をして下さい。ただ「怒らないで！！」だけでは子育て

にいきづまる人が多いと思います。怒らなくていいためには具体的にどうしたらいいのかなどを

助言した方が良いのでは。(３歳・母親) 

未就園児の間に親子で参加できる行事がもう少しあれば良いと思う。留萌は幼児ができる習い事

が少ないので、行政で企画し子ども達（幼児）が集まり普段できない体験ができるような場（で

きれば継続的に）が欲しいと思った。(３歳・母親) 

一時預かりに上限を設けて頂ける様な施設を設置してほしい。(３歳・母親) 



第２章 調査結果［未就学児童保護者］ 

- 22 - 

教育費に係る金銭的なサポートがあれば良い。(３歳・父親) 

自分が育ってきた頃より、少子化が著しいため、近所に同じくらいの年代の子が少ない。また、

近所付き合いも希薄になっており、ある程度の大きさまではほぼ付きっきりでないと外へ出るこ

とも一苦労である。自分は親だけでなく、この“留萌というマチ”に育ててもらった気がするが、

子育てに積極的に第三者が関わるような世間一般の風潮は今は感じられない。(３歳・父親) 

祖父母等も預かりが出来ない場合や、子供が体調不良の日に仕事が休めなかった日の預かり施設

等。(４歳・母親) 

保育料の軽減(４歳・母親) 

子どもを見てくれる人がいないので、子どもが病気の時に見てくれる施設があればいいなと思い

ます。(４歳・母親) 

子供の発達などで気になることがあった時は、保健師さんに気軽に相談が出来、親身になってサ

ポートしていただいているので、留萌は子育てしやすい環境だと思います。(４歳・母親) 

保育園が休園、図書館も休館、支援センターも休みだと、どこにも連れて歩けません。地域で子

育てをというなら、市内に施設が欲しいです。(４歳・母親) 

もっと気軽に子どもを預けられると良い。手続きが前もってしておかなければならなかったりす

るので。(４歳・母親) 

送迎。放課後習いごとや、下校時の送迎時間帯への細かい時間割り振りをしてほしい。市バスで

は不充分すぎて、日常生活が不便である。（幌糠住人）(４歳・母親) 

病気（子どもが）の時に預かってくれる。(４歳・母親) 

遊ぶ所がもっとほしい。(４歳・母親) 

具体的に説明できない。(４歳・母親) 

悪い事をしたら怒ってほしい。(４歳・父親) 

親身に話を聞いてくれてきちんと相談に乗ってくれるようにしてほしい。定期検診の先生や保健

士さんがうるさく感じる。発育には個人差があるので周りの子より言語等の発達が遅いと、いじ

めにあうからとすぐ病院を紹介する。早期発見は大事だけど、みんながみんな同じスピードで発

育する訳ではない。(４歳・父親) 

子どもが病気して仕事を休まなければならない時、親にも預けれない場合のサポート。仕事を休

みやすくしてくれるような条例など。(５歳・母親) 

出産時、上の子が２人いる中、旦那が仕事で留守という状況下、３人目陣痛が来たら、上の子２

人はどこに預けようかという不安の中での生活でした。緊急時（夜中でも）預けられるサポート

システムがあるのがベストです。両親がノロウィルスにかかった時も、とてもしんどい状況でし

た。(５歳・母親) 

土、日、祝などの休日に屋内で遊べる施設があればいいです。(５歳・母親) 

今の環境では、それ程必要なサポートは思い浮かばないです。満足しているように思います。(５

歳・母親) 

うちの子は小さいときから保健師さんに見てもらえたことで、今でも不安に思った時に何かしら

道しるべをもらえていて助かっています。うちのように気づいてもらい、こういう方法があるよ

と教えてくれる人が沢山いたら不安は減ると思います。(５歳・母親) 

主にほとんど母親なので、短時間でも家で子どもを見てくれたりしていただけたら家事もバタバ
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タしなくてすみますし、気持ち的にもホッとできそう。子どもには、色々教えてあげたり、一緒

に遊んであげたい気持ちが常に有りますが、ゆとりがなく過ごしている。(５歳・母親) 

待機児童がいない環境。(５歳・母親) 

働きたくても、下の子（３才）がいて…もっと託児所付きとかがあれば、女性にも優しい市にな

ると思いました。(５歳・母親) 

両親共働きで、どうしても仕事を休めない時に、子どもが発熱など病気をしてしまった場合に、

病児保育等があればと思う。子供を預ける子育てサポートの利用料が高すぎて気軽に預けられな

い。(６歳・母親) 

送迎付きの習い事があれば他の兄弟に関係なく通うことができて良いと思う。(６歳・母親) 

特に今不満なことなどもないので特になし。(６歳・母親) 

 

 

（３）お子さんの保護者（母親・父親）の就労状況について 

 

 ・母親でフルタイム就労中の人は 31.5％（産休・育休・介護休業中 7.0％）、パートタイム就労

中の人は 25.8％（産休・育休・介護休業中 1.7％）、就労していない人は 41.6％となっていま

す。 

・父親でフルタイム就労中の人は 91.9％（産休・育休・介護休業中 1.0％）、パートタイム就労

中の人は 0.0％、就労していない人は 0.3％となっています。 

 

 

  

産休・育休・介護休業中ではない

産休・育休・介護休業中である

産休・育休・介護休業中ではない

産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

　無回答

フ
ル

タ
イ
ム

就

労
中

パ
ー

ト
・
ア

ル
バ
イ

ト

就

労
中

そ

の
他

24.5 

7.0 

24.1 

1.7 

38.8 

2.8 

1.0 

90.9 

1.0 

0.0 

0.0 

0.3 

0.0 

7.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

母親n=(286) 父親n=(286)

問 10・11（１） 宛名のお子さんの保護者の現在の就労状況をうかがいます。 
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 ・母親の就労日数（１週間）は「5日」が 75.0％で最も多く、就労時間（１日）は「5～8時間以

内」が 59.1％で最も多くなっています。 

 ・父親の就労日数（１週間）は「5 日」が 62.4％で最も多く、就労時間（１日）は「9～10 時間

以内」が 39.5％で最も多く、次いで「5～8時間以内」が 35.4％となっています。 

 

 

  

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

＜就労日数（１週間あたり）＞

3.0 

1.2 

2.4 

5.5 

75.0 

9.8 

2.4 

0.6 

0.0 

0.0 

1.1 

0.8 

62.4 

30.8 

3.4

1.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80(%)

母親n=(164) 父親n=(263)

4時間以内

5～8時間以内

9～10時間以内

11時間以上

無回答

＜就労時間（１日あたり）＞

19.5 

59.1 

15.9 

4.3 

1.2 

0.4 

35.4 

39.5 

23.6 

1.1 

0 10 20 30 40 50 60 70
(%)

母親n=(164) 父親n=(263)

問 10・11（２） （１）で「１～４（現在就労中）」を選んだ方：１週当たりの「就労日数」、

１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。 
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 ・母親が仕事のために家を出る時間は「7～8時」が 70.1％で最も多く、帰宅時間は「18～19 時」

が 42.7％で最も多くなっています。 

・父親が仕事のために家を出る時間は「7～8時」が 77.2％で最も多く、帰宅時間は「18～19 時」

が 63.9％で最も多くなっています。 

 
 

  

6時以前

7～8時

9～12時

13時以降

無回答

＜家を出る時間＞

0.6 

70.1 

22.0 

1.8 

5.5 

11.4 

77.2 

6.1 

0.8 

4.6 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 (%)

母親n=(164) 父親n=(263)

12～13時

14～15時

16～17時

18～19時

20～23時

翌日

無回答

＜帰宅時間＞

9.1 

12.2 

23.8 

42.7 

4.9 

1.8 

5.5 

0.0 

0.0 

9.5 

63.9 

16.0 

6.1 

4.6

0 10 20 30 40 50 60 70(%)

母親n=(164) 父親n=(263)

問 10・11（３） （１）で「１～４（現在就労中）」を選んだ方：家を出る時間と帰宅時間

の平均をお答えください。 
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 ・パート、アルバイトで就労している母親のフルタイムへの転換希望としては、「パート・アル

バイト等の就労を続けることを希望」が 55.4％で過半数を占めています。一方、37.8％がフル

タイムへの転換希望を持っていますが、32.4％が「フルタイムへの転換希望はあるが、実現で

きる見込みはない」と回答しています。 

 

 

  

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

　無回答

＜フルタイムへの転換希望＞

5.4 

32.4 

55.4 

4.1 

2.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0 10 20 30 40 50 60 (%)

母親n=(74) 父親n=(-)

問 10・11（４） （１）で「３、４（現在パート・アルバイトで就労中）」を選んだ方：フ

ルタイムへの転換希望はありますか。 
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 ・現在就労していない母親の就労希望としては、「１年より先、一番下の子どもが  □□歳になっ

たころに就労したい」が 52.9％と過半数を占めています。その子どもの年齢としては、「3 歳」

が 39.7％で最も多く、次いで「7 歳以上」が 22.2％となっています。“すぐにでも、もしくは

１年以内に就労したい”と回答した母親が希望する就労形態としては「パートタイム、アルバ

イト等」が 75.0％、希望就労日数は「5日」、希望就労時間は「5～8時間」が各々最も多くなっ

ています。 

 

 

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

１年より先、一番下の子どもが  □□歳になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

　無回答

＜就労希望＞

21.8 

52.9 

23.5 

1.7 

0.0 

0.0 

100.0 

0.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

母親n=(119) 父親n=(1)

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

6歳

7歳以上

無回答

＜一番下の子どもが  □□歳になったころに就労したい＞

6.3 

4.8 

39.7 

14.3 

1.6 

9.5 

22.2 

1.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0 10 20 30 40 50(%)

母親n=(63) 父親n=(-)

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）

パートタイム、アルバイト等

　無回答

＜希望する就労形態＞

21.4 

75.0 

3.6 

100.0 

0.0 

0.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

母親n=(28) 父親n=(1)

問 10・11（５） （１）で「５、６（現在就労していない）」を選んだ方：就労したいとい

う希望はありますか。 
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1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

＜希望就労日数＞

0.0 

0.0 

14.3 

14.3 

61.9 

0.0 

0.0 

9.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0 10 20 30 40 50 60 70(%)

母親n=(21) 父親n=(-)

4時間以内

5～8時間以内

9～10時間以内

11時間以上

無回答

＜希望就労時間＞

23.8 

66.7 

0.0 

0.0 

9.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 (%)

母親n=(21) 父親n=(-)
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（４）宛名のお子さんの平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について 

 

 ・調査対象者のお子さんの定期的な教育・保育の事業の利用については、「利用している」人が

69.2％となっています。 

 

 

 

 ・調査対象者のお子さんの平日の教育・保育の事業の利用については、「幼稚園」「認可保育園」

が各々46.5％となっています。 

 

［その他の記述］ 

・院内託児所（２件） 

・市立病院 

・職場の託児所（３件） 

・職場の保育室 

・託児所（７件） 

・託児所 

・通園センター（２件） 

・幼稚園のプレ 

・おためし幼稚園 

  

利用している

利用していない

n= 286

69.2 

30.8 

0 10 20 30 40 50 60 70 80(%)

幼稚園

幼稚園の預かり保育　※在園児のみ対象

認可保育園

ファミリー・サポート・センター

その他 n= 198

46.5 9.1 

46.5 
0.5 

9.1 

0 10 20 30 40 50(%)

問 12 宛名のお子さんは現在、幼稚園や保育所などの「定期的な教育・保育の事業」を利用

されていますか。【複数回答】 

問 12-１ 問 12 で「１.利用している」を選んだ方：宛名のお子さんは、平日どのような教育・

保育の事業を利用していますか。【複数回答】 
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 ・平日の教育・保育の事業の利用日数（１週間）については、＜現在の状況＞では「5日」が 83.3％

で最も多く、＜希望する状況＞でも「5日」（61.6％）で最も多くなっています。 

 ・利用時間（１日）については、＜現在の状況＞では「5～6 時間」が 38.4％で最も多くなって

いますが、＜希望する状況＞では「7～8 時間」「9～10 時間」が各々約 23％で最も多くなって

います。 

 

  

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

＜利用日数＞

1.0 

0.0 

0.5 

1.5 

83.3 

9.1 

0.0 

4.5 

0.0 

0.0 

0.0 

1.0 

61.6 

11.1 

1

25.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90(%)

現在の状況n=(198) 希望する状況n=(198)

1～2時間

3～4時間

5～6時間

7～8時間

9～10時間

11～12時間

13時間以上

無回答

＜利用時間＞

1.0 

2.5 

38.4 

19.7 

29.3 

2.0 

0.0 

7.1 

0.0 

0.5 

19.2 

23.2 

23.7 

4.0 

0.5

28.8

0 10 20 30 40 50(%)

現在の状況n=(198) 希望する状況n=(198)

問 12-２ 問 12 で「１.利用している」を選んだ方：平日に定期的に利用している教育・保育

の事業について、どのくらい利用していますか。また、希望としてはどのくらい利

用したいですか。 
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 ・利用開始時間については、＜現在の状況＞では「8時」が 49.0％で最も多く、＜希望する状況＞

でも「8時」（39.9％）で最も多くなっています。 

 ・利用終了時間については、＜現在の状況＞では「14 時」が 28.3％で最も多くなっていますが、

＜希望する状況＞では「17 時」が 17.7％で最も多く、次いで「15 時」「18 時」が各々約 16.2％

となっています。 

 

  

7時以前

8時

9時

10時以降

無回答

＜開始時間＞

1.5 

49.0 

41.9 

2.0 

5.6 

3.5 

39.9 

31.3 

0.0 

25.3 

0 10 20 30 40 50 60 (%)

現在の状況n=(198) 希望する状況n=(198)

12時以前

13時

14時

15時

16時

17時

18時

19時以降

無回答

＜終了時間＞

3.0 

3.5 

28.3 

9.6 

6.6 

19.7 

22.7 

1.0 

5.6 

1.0 

0.5 

10.6 

16.2 

6.6 

17.7 

16.2

6.1

25.3

0 10 20 30(%)

現在の状況n=(198) 希望する状況n=(198)
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 ・平日の教育・保育の事業を利用していない理由としては、「子どもがまだ小さいため」が 53.4％

で最も多く、次いで「利用する必要がない」が 38.6％、「利用したいが、保育・教育の事業に

空きがない」が 19.3％となっています。 

 ・“子どもがまだ小さいため”と回答したが利用を考えるお子さんの年齢としては、「3歳」が55.3％

で最も多くなっています。 

 

 

［その他の記述］ 

・育休中のため 

・０才児で現在応募中 

・働きたいが夫の転勤が１年以内にありそうなため保育園の申込みや求職活動の開始時期を見

極めている。また、こういった状況のときはどういった順で事を進めれば良いのかよくわか

らない。 

・来年の４月から入園予定 

・頼れる親族もいない 

・母がうつ病のため父が育休中 

・用事がある時はおたすけママクラブを利用 

・利用したいが、働いていないので預けられない 

・Ｈ３１年４月より入園予定  

利用する必要がない

子どもの祖父母や親戚の人がみている

近所の人や父母の友人・知人がみている

利用したいが、保育・教育の事業に空きがない

利用したいが、経済的な理由で事業を利用できない

利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない

利用したいが、事業の質や場所など、納得できる事業がない

子どもがまだ小さいため

その他

　無回答 n= 88

＜利用していない理由＞

38.6 

4.5 

0.0 

19.3 

8.0 

1.1 

5.7 

53.4 

10.2 

3.4 

0 10 20 30 40 50 60(%)

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

6歳

7歳以上

無回答 n= 47

＜□歳くらいになったら、利用を考えたい＞

12.8 

6.4 

55.3 

14.9 

0.0 

0.0 

0.0 

10.6 

0 10 20 30 40 50 60(%)

問 12-３ 問 12 で「２．利用していない」を選んだ方：利用していない理由は何ですか。【複

数回答】 
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 ・調査対象者のお子さんの平日の教育・保育の事業として、定期的に利用したいと考えている事

業としては、「認可保育園」が 54.5％で最も多く、次いで「幼稚園」50.7％となっています。 

 

［その他の記述］ 

・事業所内保育 

・病院託児所 

・託児所 

・非認可施設 託児所など 

・通園センター 

 

 

 ・幼稚園の利用を強く希望する人は 81.6％となっています。 

 

［その他の記述］ 

・増毛町 あっぷる保育所 

・ちっくる 

・ファミリー・サポート・センターおたすけママくらぶ 

・わくわくエッグ、もりもりパーク 

・聖園幼稚園ちびっこ教室 

・通園センター 

 

  

幼稚園

幼稚園の預かり保育　※在園児のみ対象

認可保育園

ファミリー・サポート・センター

その他

　無回答 n= 286

50.7 

24.8 

54.5 

9.4 

1.7 

4.5 

0 10 20 30 40 50 60(%)

はい

いいえ

n= 49

81.6 
18.4 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90(%)

問 13 現在、利用している、利用していないにかかわらず、宛名のお子さんの平日の教育・保育

の事業として、「定期的に」利用したいと考える事業をお答えください。【複数回答】 

問 13-１ 問 13 で「１．幼稚園（通常の就園時間の利用）」または「２．幼稚園の預かり保

育」を選び、かつ「３～５（認可保育園、ファミリー・サポート・センター、その

他）」も選んだ方：特に幼稚園の利用を強く希望しますか。 
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（５）宛名のお子さんの地域の子育て支援事業の利用状況について 

 

 ・調査対象者のお子さんの地域の子育て支援拠点事業の利用有無については、「地域子育て支援

拠点事業」が 22.0％、一方「利用していない」人は 74.1％となっています。 

 ・地域子育て支援拠点事業の利用日数（１週間あたり）では、「1日」が 25.4％、利用日数（１ヶ

月あたり）でも「1日」が 28.6％で最も多くなっています。 

 

 

地域子育て支援拠点事業

その他当該自治体で実施している類似の事業

利用していない

　無回答 n= 286

＜地域の子育て支援拠点事業の利用の有無＞

22.0 

2.1 
74.1 

2.4 

0 10 20 30 40 50 60 70 80(%)

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

　無回答

＜利用日数/１週間あたり＞

25.4 

6.3 

12.7 

11.1 

6.3 

1.6 

0.0 

36.5 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0

66.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80(%)

地域子育て支援拠点事業n=(63)

その他当該自治体で実施している類似の事業n=(6)

1日

2日

3日

4～5日

6～10日

11日以上

無回答

＜利用日数/１ヶ月あたり＞

28.6 

4.8 

12.7 

7.9 

7.9 

14.3 

23.8 

16.7 

33.3 

0.0 

16.7 

0.0 

0.0 

33.3

0 10 20 30 40(%)

地域子育て支援拠点事業n=(63)

その他当該自治体で実施している類似の事業n=(6)

問 14 宛名のお子さんは、現在、地域の子育て支援拠点事業を利用していますか。【複数回答】 
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 ・地域の子育て支援拠点事業を利用希望については、利用したい人は約３割、一方「新たに利用

したり、利用日数を増やしたいとは思わない」と回答した人は 65.4％となっています。 

 ・“利用していないが、今後利用したい”と回答した人の利用希望日数（１週間あたり）は「1

日」が 44.1％、利用希望日数（１ヶ月あたり）でも「1日」が 22.0％で最も多くなっています。 

 

 

 

  

利用していないが、今後利用したい

すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい

新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない

　無回答 n= 286

＜利用意向＞

20.6 

9.8 65.4 

4.2 

0 10 20 30 40 50 60 70(%)

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

＜利用日数/１週間あたり＞

44.1 

11.9 

1.7 

0.0 

3.4 

3.4 

0.0 

35.6 

28.6 

28.6 

0.0 

3.6 

7.1 

0.0 

0.0 

32.1 

0 10 20 30 40 50(%)

利用していないが、今後利用したいn=(59)

すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたいn=(28)

1日

2日

3日

4～5日

6～10日

11日以上

無回答

＜利用日数/１ヶ月あたり＞

22.0 

16.9 

1.7 

18.6 

10.2 

0.0 

30.5 

0.0 

14.3 

7.1 

25.0 

17.9 

3.6 

32.1

0 10 20 30 40(%)

利用していないが、今後利用したいn=(59)

すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたいn=(28)

問 15 問 14 のような地域の子育て支援事業について、できれば今後利用したい、あるいは、

利用日数を増やしたいと思いますか。 
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（６）宛名のお子さんの土曜・休日や長期休暇中の「定期的」な教育・保育事業の利用希望につい

て 

 

 ・調査対象者のお子さんの土曜日と日曜日・祝日の定期的な教育・保育の事業の利用希望ついて

は、＜土曜日＞で「月に１～２回は利用したい」人は 24.8％、＜日曜日・祝日＞では 15.7％

となっています。 

 ・開始時間は＜土曜日＞＜日曜日・祝日＞ともに「8 時」が 50％以上で最も多くなっています。

終了時間は＜土曜日＞＜日曜日・祝日＞ともに「18 時」が 30％弱で最も多くなっています。 

 

 

  

利用する必要はない

ほぼ毎週利用したい

月に１～２回は利用したい

　無回答

＜利用意向＞

62.6 

9.4 

24.8 

3.1 

78.0 

1.7 

15.7 

4.5 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 (%)

土曜日n=(286) 日曜日・祝日n=(286)

7 時以前

8 時

9 時

10時

11時以降

　無回答

＜開始時間＞

6.1 

55.1 

24.5 

9.2 

2.0 

3.1 

4.0 

50.0 

22.0 

14.0 

4.0 

6.0 

0 10 20 30 40 50 60 (%)

土曜日n=(98) 日曜日・祝日n=(50)

12時以前

13時

14時

15時

16時

17時

18時

19時以降

無回答

＜終了時間＞

9.2 

10.2 

2.0 

18.4 

10.2 

17.3 

27.6 

2.0 

3.1 

10.0 

4.0 

2.0 

20.0 

12.0 

18.0 

26.0 

2.0 

6.0 

0 10 20 30(%)

土曜日n=(98) 日曜日・祝日n=(50)

問 16 宛名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、定期的な教育・保育の事業の利

用希望はありますか。 
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 ・長期の休暇期間中の教育・保育の事業の利用希望については、「休みの期間中、週に数日利用

したい」人は 37.0％、「休みの期間中、ほぼ毎日利用したい」人は 13.0％となっています。 

 ・開始時間は「9時」が最も多く 50.0％、次いで「8時」39.1％、終了時間は「15 時」が最も多

く 28.3％、次いで「14時」が 23.9％となっています。 

 

  

利用する必要はない

休みの期間中、ほぼ毎日利用したい

休みの期間中、週に数日利用したい

　無回答 n= 92

＜利用意向＞

47.8 

13.0 

37.0 

2.2 

0 10 20 30 40 50 60(%)

7 時以前

8 時

9 時

10時

11時以降 n= 46

＜開始時間＞

2.2 

39.1 

50.0 

6.5 

2.2 

0 10 20 30 40 50 60(%)

12時以前

13時

14時

15時

16時

17時

18時

19時以降 n= 46

＜終了時間＞

15.2 

4.3 

23.9 

28.3 17.4 

8.7 

2.2 

0.0 

0 10 20 30(%)

問 17 「幼稚園」を利用されている方：宛名のお子さんについて、夏休み・冬休みなど長期

の休暇期間中の教育・保育の事業の利用を希望しますか。 
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（７）宛名のお子さんの病気の際の対応について（平日の教育・保育を利用する方のみ） 

 

 ・調査対象者のお子さんの病気やケガで事業が利用できなかったことの有無については、「あっ

た」と回答した人は 80.8％となっています。 

 

 

 

 ・調査対象者のお子さんの病気やケガで事業が利用できなかった場合の対処方法としては、「母

親が休んだ」が 71.9％で最も多く、「父親が休んだ」「（同居者を含む）親族・知人に子どもを

みてもらった」「（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった」が各々２割以上となっ

ています。 

 ・対処した日数は、＜母親が休んだ＞＜父親が休んだ＞＜（同居者を含む）親族・知人に子ども

をみてもらった＞のいずれも「1～5日」が最も多くなっています。 

［その他の記述］ 

・母親の職場へ連れて行った。  ・仕事場に連れていった 

・自宅 

  

あった

いいえ

　無回答 n= 198

80.8 

18.2 

1.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90(%)

父親が休んだ

母親が休んだ

（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

　無回答 n= 160

＜対処方法＞

25.6 

71.9 

25.0 

22.5 

0.0 

0.6 

0.0 

2.5 

1.3 

0 10 20 30 40 50 60 70 80(%)

＜対処した日数（最近１年間）＞ (%)

n= 1 ～5 日 6 ～10日 11～20日 21日以上 　無回答

父親が休んだ 41 85.4 12.2 - - 2.4

母親が休んだ 115 53.9 28.7 10.4 3.5 3.5

（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった 40 70.0 27.5 2.5 - -

父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた 36 41.7 27.8 11.1 16.7 2.8

ベビーシッターを利用した - - - - - -

ファミリー・サポート・センターを利用した 1 - 100.0 - - -

仕方なく子どもだけで留守番をさせた - - - - - -

その他 4 - 50.0 - - 50.0

問 18 問 12 で「１．利用している」を選んだ方：この１年間に、宛名のお子さんが病気や

ケガで通常の事業が利用できなかったことはありますか。 

問 18-１ 問 18 で「１．あった」を選んだ方：この１年間に行った対処方法はどれですか。 
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 ・病児・病後児のための保育施設等の利用意向については、「できれば病児・病後児保育施設等

を利用したい」人は 37.8％となっています。 

 ・利用希望日数（１年間）については、「6～10 日」が 33.3％で最も多く、次いで「3～5日」31.1％

となっています。 

 

 

 

 ・利用したいと思わない理由については、「病児・病後児を他人に看てもらうのは不安」が 60.8％

で最も多く、次いで「親が仕事を休んで対応する」が 54.1％となっています。 

 

  

できれば病児・病後児保育施設等を利用したい

利用したいとは思わない

n= 119

＜利用意向＞

37.8 

62.2 

0 10 20 30 40 50 60 70(%)

1～2日

3～5日

6～10日

11～20日

21日以上

無回答 n= 45

＜利用希望日数（１年間）＞

15.6 

31.1 

33.3 

8.9 

0.0 

11.1 

0 10 20 30 40(%)

病児・病後児を他人に看てもらうのは不安

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

親が仕事を休んで対応する

現在、既に病気で休ませている

その他

　無回答 n= 74

60.8 

12.2 

12.2 

23.0 

23.0 

54.1 

1.4 

24.3 

4.1 

0 10 20 30 40 50 60 70(%)

問 18-２ 問 18-１で「アまたはイ（父親または母親が休んだ）」を選んだ方：その際、「でき

れば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。 

問 18-３ 問 18-２で「２．利用したいとは思わない」を選んだ方：そう思われる理由について。 
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［その他の記述］ 

・むしろ親が休める環境の方がありがたい。 

・子供を見てくれる親族がいるから 

・預けたことで病気が長引いてしまうかも…と思うと心配で。 

・他の病気をさらにもらう可能性もある。 

・手続きが面倒そう 

・病気の時ぐらい子どもと一緒に居てあげたい 

・利用までの手続きが必要そうで面倒。できる限り、自分で看たい。そのために職員でなくパー

トとして働いている。 

・子供が体調を崩した時くらいは一緒にいてやりたいから 

・他の子に移してしまうかも、また他の病気が移ってしまうかも 

・子どもがかわいそうなので親がついていたい 

・病気の時どこに預けるのかではなく、病気の時に休みを言い出せない・にくいという様な状

況にする企業体質を変えていくべき。 

・子どもが具合悪い時等は一緒に居てあげたい。 

・祖母や祖父が同居の為 

・受診には親が付きそいたい（休んだ理由が、症状あって休んだため病院へ受診したため） 

・子どもが病気の時はそばにいてあげたい。 

・私が見ればいいので 

・祖母が見てくれる。 

・感染が心配 

・連れて行けない 

・親が看られる状況にあるから 

・近くに祖父母がいるため、お願いできるため。 
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（８）宛名のお子さんの不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について 

 

 ・私用、親の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用している事業については、「幼稚園の

預かり保育」が 11.2％、「ファミリーサポートセンター」が 3.8％、「利用していない」人は 81.1％

となっています。 

 ・利用している日数（１年間）については、幼稚園の預かり保育では「1～5 日」が 56.3％で最

も多くなっています。 

 

 

 

［その他の記述］ 

・月によって土曜日仕事があるので保育園 

・託児所 

・おたすけママくらぶ 

・留萌では預かってくれる所があまりないため市外へ預けていた事がある。どうせ高いなら色々

な教育を兼ねてる所に預けたい。  

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

その他

利用していない

　無回答 n= 286

＜不定期の目的で不定期に利用している事業＞

11.2 

3.8 

1.4 

81.1 

2.4 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90(%)

＜利用している日数（１年間）＞ (%)

n= 1 ～5 日 6 ～10日 11～20日 21～50日 51日以上 無回答

幼稚園の預かり保育 32 56.3 9.4 18.8 9.4 3.1 3.1

ファミリー・サポート・センター 11 90.9 - 9.1 - - -

その他 4 - - - - - 100.0

問 19 宛名のお子さんについて、日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、親の通院、

不定期の就労等の目的で不定期に利用している事業はありますか。【複数回答】 
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 ・不定期に利用している事業を利用していない理由については、「利用料がかかる・高い」が18.5％、

「事業の利用方法（手続き等）がわからない」が 15.1％となっています。一方、「特に利用する

必要がない」と回答した人は 77.2％となっています。 

 

 

［その他の記述］ 

・手続きが面倒だった印象があります。 

・事前に手続きしなければならない。子どもの人見知りがひどいので預けるのがかわいそうに

思う。 

・登録するのに行ったことない施設にわざわざ行かないといけないから。 

・利用したかったが利用しづらく（上記の理由）仕事を辞めました。 

・働いてないので、預ける事もないし、用事があれば連れて行きます。 

・夜勤の預ける場所がない。 

・どのような事業があるのかわからない。利用方法を知らない。 

・保育園に行っているので。 

・祖父母が見れない状況になれば利用する。 

・祖母が見てくれる。 

・利用したいが罪悪感で利用できない。 

・子供が預かり保育を嫌がる。 

・遠慮してなかなか利用できない。 

・ケガしてきてもいいけど病気もらってきても困る。他の人に移したくない・連れて行くのが

めんどう…。 

 

  

特に利用する必要がない

利用したい事業が地域にない

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

自分が事業の対象者になるのかどうか

事業の利用方法（手続き等）がわからない

その他 n= 232

77.2 

7.8 

5.2 

6.5 

18.5 

9.5 

5.6 

15.1 

6.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90(%)

問 19-１ 問 19 で「４．利用していない」を選んだ方：現在利用していない理由は何ですか。

【複数回答】 



第２章 調査結果［未就学児童保護者］ 

- 43 - 

 

 ・不定期に利用している事業の利用意向については、「利用したい」人が 36.4％となっています。 

 ・利用したい事業については、「冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院等」が 69.2％、次いで

「私用、リフレッシュ目的」が 65.4％となっています。 

 ・利用したい日数（１年間）は、＜冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院等＞＜私用、リフレッ

シュ目的＞のいずれも「1～5日」が 40％以上で最も多くなっています。利用したい日数は合計

で「1～5日」が 21.2％で最も多く、次いで「6～10 日」が 17.3％となっています。 

 

 

 

 

［その他の記述］ 

・手続きが面倒でなければ週一くらいで利用したい。 

・仕事を始めたら仕事を休めない時等利用したい。 

・仕事 

・次女の用事を足す際 

・夏、冬、春休み 

  

利用したい

利用する必要はない

　無回答 n= 286

＜利用意向＞

36.4 

51.7 

11.9 

0 10 20 30 40 50 60(%)

私用、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院等

不定期の就労

その他

無回答 n= 104

＜利用したい目的＞

65.4 

69.2 

26.0 

6.7 

1.9 

0 10 20 30 40 50 60 70 80(%)

＜利用したい日数（１年間）＞ (%)

n= 1～5日 6～10日 11～20日 21～50日 51日以上 無回答

利用したい計 104 21.2 17.3 15.4 11.5 6.7 27.9

私用、リフレッシュ目的 68 44.1 27.9 16.2 4.4 1.5 5.9
冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院等 72 47.2 30.6 8.3 5.6 - 8.3

不定期の就労 27 55.6 22.2 3.7 11.1 7.4 -

その他 7 42.9 14.3 - 14.3 14.3 14.3

問 20 宛名のお子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、年間何日くら

い事業を利用する必要があると思いますか。【複数回答】 



第２章 調査結果［未就学児童保護者］ 

- 44 - 

 

 ・保護者の用事により、宛名のお子さんを泊りがけで家族以外にみてもらったことの有無につい

て、「あった」人は 16.8％となっています。 

 ・対処方法については、「（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」が 75.0％となっています。 

 ・対処した泊数（１年間）は、＜（同居者を含む）親族・知人にみてもらった＞については「1

～5泊」が 75.0％で最も多くなっています。 

 

 

 

 

［その他の記述］ 

・自分の用事をキャンセルした。 

  

あった

なかった

　無回答 n= 286

＜保護者の用事で泊りがけで家族以外にみてもらったことはあったか＞

16.8 

80.4 

2.8 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90(%)

（同居者を含む）親族・知人にみてもらった

子育て支援短期利用事業（ショートステイ）を利用した

子育て支援短期利用事業を利用した

仕方なく子どもを同行させた

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

　無回答 n= 48

＜対処方法＞

75.0 0.0 

0.0 

27.1 

0.0 

2.1 

2.1 

0 10 20 30 40 50 60 70 80(%)

＜対処した泊数（１年間）＞ (%)

n= 1～5泊 6～10泊 11～20泊 21～50泊 51泊以上 無回答

親族・知人にみてもらった 36 75.0 19.4 5.6 - - -

子育て支援短期利用事業を利用した - - - - - - -

子育て支援短期利用事業を利用した - - - - - - -

仕方なく子どもを同行させた 13 76.9 7.7 - - - 15.4

仕方なく子どもだけで留守番をさせた - - - - - - -

その他 1 100.0 - - - - -

問 21 この１年間に、保護者の用事により、宛名のお子さんを泊りがけで家族以外にみても

らわなければならないことはありましたか。【複数回答】 
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（９）宛名のお子さんが 5 歳以上である方に、小学校就学後の放課後の過ごし方について 

 

 ・調査対象者のお子さんを小学校低学年の間に過ごさせたい場所については、「自宅」が 54.3％

で最も多く、次いで「習い事」38.0％、「放課後児童クラブ」が 33.7％となっています。 

 ・過ごさせたい日数（１週間）は、＜自宅＞は「1～2日」「5～6日」が各々30％台半ば、＜習い

事＞は「1～2日」が 91.4％、＜放課後児童クラブ＞は「5～6 日」が 64.5％となっています。 

 ・放課後児童クラブの利用時間（下校時から）については、サンプル数が少ないため、コメント

は省略します。 

 

  

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

放課後児童クラブ

ファミリー・サポート・センター

その他

　無回答 n= 92

＜放課後、過ごさせたい場所＞

54.3 

16.3 

38.0 

21.7 

33.7 

1.1 

14.1 

16.3 

0 10 20 30 40 50 60(%)

＜過ごさせたい日数（１週間）＞ (%)

n= 1～2日 3～4日 5～6日 7日 無回答

自宅 50 36.0 26.0 34.0 2.0 2.0

祖父母宅や友人・知人宅 15 66.7 20.0 6.7 - 6.7

習い事 35 91.4 5.7 2.9 - -

児童館 20 50.0 15.0 35.0 - -

放課後児童クラブ 31 16.1 19.4 64.5 - -

ファミリー・サポート・センター 1 100.0 - - - -

その他 13 53.8 38.5 7.7 - -

16時以前

17時

18時

19時以降

　無回答 n= 31

＜下校時から□□時まで＞

22.6 

35.5 

32.3 

6.5 

3.2 

0 10 20 30 40(%)

問 22 宛名のお子さんについて、小学校低学年のうちは、放課後の時間をどのような場所で

過ごさせたいと思いますか。【複数回答】 
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 ・調査対象者のお子さんを小学校高学年の間に過ごさせたい場所については、「自宅」が 59.8％

で最も多く、次いで「習い事」55.4％となっています。 

 ・過ごさせたい日数（１週間）は、＜自宅＞は「5～6 日」が 38.2％、＜習い事＞は「1～2 日」

が 80.4％となっています。 

 ・放課後児童クラブの利用時間（下校時から）については、サンプル数が少ないため、コメント

は省略します。 

 

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

放課後児童クラブ

ファミリー・サポート・センター

その他

　無回答 n= 92

＜放課後、過ごさせたい場所＞

59.8 

21.7 

55.4 

16.3 

19.6 

1.1 

19.6 

16.3 

0 10 20 30 40 50 60 70(%)

＜過ごさせたい日数（１週間）＞ (%)

n= 1～2日 3～4日 5～6日 7日 無回答

自宅 55 29.1 29.1 38.2 1.8 1.8

祖父母宅や友人・知人宅 20 70.0 10.0 20.0 - -

習い事 51 80.4 13.7 5.9 - -

児童館 15 60.0 20.0 20.0 - -

放課後児童クラブ 18 38.9 11.1 50.0 - -

ファミリー・サポート・センター 1 100.0 - - - -

その他 18 50.0 38.9 5.6 5.6 -

15時以前

16時

17時

18時

19時以降 n= 18

＜下校時から□□時まで＞

5.6 

11.1 

44.4 

33.3 

0.0 

0 10 20 30 40 50(%)

問 23 宛名のお子さんについて、小学校高学年になったら、放課後の時間をどのような場所

で過ごさせたいと思いますか。【複数回答】 
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 ・放課後児童クラブの利用意向は、＜土曜日＞については「高学年（４～６年生）になっても利

用したい」人が 14.3％、＜長期の休暇期間中＞については「低学年（１～３年生）の間は利用

したい」人が 37.1％、「高学年（４～６年生）になっても利用したい」人が 31.4％となってい

ます。 

 ・＜開始時間＞＜終了時間＞いずれもサンプル数が少ないため、コメントは省略します。 

 

  

  

低学年（１～３年生）の間は利用したい

高学年（４～６年生）になっても利用したい

利用する必要はない

　無回答

＜利用意向＞

5.7 

14.3 

65.7 

14.3 

5.7 

2.9 

80.0 

11.4 

37.1

31.4

20

11.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
(%)

土曜日n=(35) 日曜日・祝日n=(35)

長期の休暇期間中n=(35)

問 24 問 22 または問 23 で「５．放課後児童クラブ（学童保育）」を選んだ方：宛名のお子さ

んについて、土曜日と日曜日・祝日に、放課後児童クラブの利用希望はありますか。 

問 25 宛名のお子さんについて、お子さんの夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中の放課

後児童クラブの利用希望はありますか。 
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7時以前

8時

9時

10時

11時以降

無回答

＜開始時間＞

0.0 

57.1 

14.3 

0.0 

14.3 

14.3 

0.0 

66.7 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

4.2 

62.5 

29.2 

4.2 

0.0 

0.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 (%)

土曜日n=(7) 日曜日・祝日n=(3) 長期の休暇期間中n=(24)

11時以前

12時

13時

14時

15時

16時

17時

18時

19時以降

　無回答

＜終了時間＞

0.0 

0.0 

14.3 

0.0 

14.3 

0.0 

14.3 

42.9 

0.0 

14.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

66.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

33.3 

4.2 

0.0 

0.0 

0.0 

16.7 

16.7 

29.2 

16.7 

0.0 

16.7 

0 10 20 30 40 50 60 70 80(%)

土曜日n=(7) 日曜日・祝日n=(3)

長期の休暇期間中n=(24)
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（10）育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について 

 

 ・調査対象者のお子さんが生まれた際の育児休業の取得の有無について、母親で「取得した（取

得中である）」人は 30.4％、「取得していない」人は 16.4％となっています。取得しなかった

理由は、「子育てや家事に専念するため退職した」が 46.8％で最も多く、次いで「職場に育児

休業を取りにくい雰囲気があった」が 19.1％となっています。 

 ・一方父親で「取得した（取得中である）」人は 3.8％、「取得していない」人は 89.2％となって

います。取得しなかった理由は、「仕事が忙しかった」が 38.0％で最も多く、次いで「職場に

育児休業を取りにくい雰囲気があった」が 30.6％となっています。 

 

 

働いていなかった

取得した（取得中である）

取得していない

　無回答

＜育児休業取得の有無＞

52.1 

30.4 

16.4 

1.0 

0.3 

3.8 

89.2 

6.6 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

母親n=(286) 父親n=(286)

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所（園）などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

制度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇を取得できることを知らず、退職した

その他

　無回答

＜育児休業を取得しなかった理由＞

19.1 

2.1 

0.0 

8.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.1 

46.8 
10.6 

6.4 

2.1 

4.3 

21.3 

17.0 

30.6 

38.0 

0.0 

2.4 

4.7 

23.5 

1.2 

22.0 

28.2 

0.0 

9.8 

0.0 

2.0 

0.0 

3.5 

8.2 

0 10 20 30 40 50 (%)

母親n=(47)

父親n=(255)

問 26 宛名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しまし

たか。また、取得していない方はその理由をご記入ください。 
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［その他の記述］ 

・働いていなかったため。 

・育児休業を取得できる職員ではなかったので（正職員ではなかったため）。 

・結婚のため※もともと留萌市に住んでおらず仕事をやめざるをえなかったため。 

・自営業のため。 

・自営業のため、取得するという選択はなかった。 

・取得しようと思わなかった。 

・取得について考えもしなかった（人員配置等もなされないため）。 

・出産後３ヵ月で夫が無職となり働かざるをえなかった。 

・出産後に夫と同居のため妻が働いていた地域を離れそれに伴い仕事も退職した。 

・親族がいないため母親が退職してワンマン育児をする選択肢しかなかった。 

・農家なので色々と休業は難しいので祖父母に預けていた。 

・必要と思わず、考えたことがなかった。 

・母が休みを取っていたため、父が休む必要はないと判断。 

・例がなく出来なかった。 
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 ・育児休業取得後の職場復帰について、母親で「育児休業取得後、職場に復帰した」人は 69.0％、

「現在も育児休業中である」人は 24.1％、「育児休業中に離職した」人は 4.6％となっていま

す。 

 

 

 

 ・育児のために３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、母親の希望は「3歳以上」が 42.5％

で最も多く、次いで「1歳」26.4％、「2歳」が 19.5％となっています。 

 

 

 

 

  

育児休業取得後、職場に復帰した

現在も育児休業中である

育児休業中に離職した

　無回答

＜育児休業後の復帰＞

69.0 

24.1 

4.6 

2.3 

90.9 

9.1 

0.0 

0.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

母親n=(87) 父親n=(11)

3ヶ月未満

3～5ヶ月

6～8ヶ月

9～11ヶ月

1歳

2歳

3歳以上

無回答

＜育児休業の希望期間＞

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

26.4 

19.5 

42.5 

11.5 

0.0 

0.0 

9.1 

0.0 

18.2 

18.2 

9.1 

45.5 

0 10 20 30 40 50 (%)

母親n=(87) 父親n=(11)

問 26-１ 問 26 で「２. 取得した（取得中である）」を選んだ方：育児休業取得後、職場に復

帰しましたか。 

問 26-２ 問 26 で「２. 取得した（取得中である）」を選んだ方：お勤め先に、育児のために

３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、「希望」としてはお子さんが何歳何ヶ

月のときまで取りたかったですか。 
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 ・サンプル数が少ないため、コメントは省略します。 

 

 

 

  

１歳になるまで育児休業を取得したい

１歳になる前に復帰したい

＜育児休業の取得の有無＞

90.5 

9.5 

100.0 

0.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

母親n=(21) 父親n=(1)

問 26-３ 問 26-１ で「２. 現在も育児休業中である」を選んだ方：宛名のお子さんが１歳に

なったときに必ず利用できる事業があれば、１歳になるまで育児休業を取得します

か。または、預けられる事業があっても１歳になる前に復帰しますか。 
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（11）幼児教育・保育の無償化に関して 

 

 ・幼児教育・保育無償化が実施された場合の現在利用している教育・保育施設について、「継続

して利用したい」人は 91.4％、「異なる施設を利用したい」人は 5.6％となっています。 

 

 

 

 ・サンプル数が少ないため、コメントは省略します。 

 

 

 

  

継続して利用したい

異なる施設を使用したい

　無回答 n= 198

91.4 
5.6 

3.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%)

幼稚園

保育所

地域型保育事業（小規模保育等）

ベビーシッター

認可外保育施設（地域保育所）（ベビーシッターを除く）

認定こども園

企業主導型保育事業

その他 n= 11

36.4 

36.4 

9.1 

0.0 

0.0 

27.3 

0.0 

0.0 

0 10 20 30 40(%)

問 27 現在、教育・保育施設を利用している方：幼児教育・保育無償化が実施された場合、

現在利用している教育・保育施設を継続して利用したいですか。 

問 27-１ 問 27 で「２.異なる教育・保育施設を利用したい」を選んだ方：どの教育・保育施

設を利用されたいですか。【複数回答】 
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 ・幼児教育・保育無償化が実施された場合の新たな教育・保育施設の利用について、「新たに教

育・保育施設を利用したい」人は 80.7％、「新たに教育・保育施設の利用を希望しない」人は

9.1％となっています。 

 

 

 

 ・教育・保育施設の利用について、「保育所」が 64.8％で最も多く、次いで「幼稚園」54.9％、

「認定こども園」25.4％となっています。 

 

 

 

 ・幼児教育・保育無償化が実施された場合の就労について、「はい（働きたい）」人は 79.0％、「い

いえ（働かない）」人は 12.6％となっています。 

 

 

 

  

新たに教育・保育施設を利用したい

新たに教育・保育施設の利用を希望しない

　無回答 n= 88

80.7 

9.1 

10.2 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90(%)

幼稚園

保育所

地域型保育事業（小規模保育等）

ベビーシッター

認可外保育施設（地域保育所）（ベビーシッターを除く）

認定こども園

企業主導型保育事業

その他

　無回答 n= 71

54.9 

64.8 
21.1 

8.5 

9.9 

25.4 

5.6 

0.0 

1.4 

0 10 20 30 40 50 60 70(%)

はい

いいえ

　無回答 n= 286

79.0 

12.6 

8.4 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90(%)

問 28 現在、教育・保育施設を利用していない方：幼児教育・保育無償化が実施された場合、

新たに教育・保育施設の利用を希望しますか。 

問 28-１ 問 28 で「１.教育・保育施設を利用したい」を選んだ方：どの教育・保育施設を利

用されたいですか。【複数回答】 

問 29 幼児教育・保育無償化が実施された場合、働きたいと思いますか。 
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（12）宛名のお子さんの食生活に関して 

 

 ・朝食を「毎日食べる」人は 93.0％、「週に３日くらい食べる」人は 9.7％、「いつも食べない」

人は 0.7％となっています。 

 

 

 

 ・夕食を一緒に過ごす人は、「親」が 91.6％で最も多く、次いで「兄弟姉妹」47.9％、「その他の

家族」15.0％となっています。一方、「１人で食べる」人は 3.8％となっています。 

 

 

 

  

毎日食べる

週に３日くらい食べる

いつも食べない

　無回答 n= 286

93.0 
3.1 

0.7 

3.1 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%)

親

兄弟姉妹

その他の家族

家族以外の人

1 人で食べる

子ども食堂で食べる

食べない

　無回答 n= 286

91.6 
47.9 

15.0 

0.0 

3.8 

0.0 

0.0 

3.1 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%)

問 30 毎日、朝ごはんを食べますか。 

問 31 誰と晩ごはんを食べますか。【複数回答】 
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 ・子ども食堂を「知っている」人は 64.7％、「知らない」人は 33.6％となっています。 

 

 

 

 ・子ども食堂を知っている人の中で、子ども食堂を「利用したことがある」人は 13.0％となって

います。 

 

 

 

 ・子ども食堂を知らない人の中で、子ども食堂を「利用したい」人は 27.1％となっています。 

 

 

 

  

知っている

知らない

　無回答 n= 286

64.7 
33.6 

1.7 

0 10 20 30 40 50 60 70(%)

利用したことがある

利用したことはない

　無回答 n= 185

13.0 

86.5 

0.5 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%)

利用したい

利用したいと思わない

　無回答 n= 96

27.1 

71.9 

1.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80(%)

問 32 あなたは子ども食堂を知っていますか。 

問 33 問 32 で「１.知っている」を選んだ方：子ども食堂を利用したことはありますか。 

問 34 問 32 で「２．知らない」を選んだ方：子ども食堂を利用してみたいとおもいますか。 
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・「子ども向け遊び場・行事」に関する記述が 44 件で最も多く、次いで幼稚園や保育所等に関す

る「保育施設」、「経済的支援」が多くなっています。 

 

分類 件数 

経済的支援 ２９件 

保育施設 ４０件 

託児 １０件 

病児預かり ６件 

子育て支援センター・児童センター ６件 

子ども向け遊び場・行事 ４４件 

医療関係 １４件 

職場関係 ７件 

サポート・相談等 ３件 

その他 １９件 

※１人の調査対象者から複数の分類項目に該当することもあるため、回答者数

と件数の合計は一致しません。 

 

（調査対象者の年齢・回答者の続柄） 

現在、０歳児の待機児童が多いですね。来年度の保育園を申込しましたが絶望的ですか…？待機

児童を０にする努力はどんな事してたのですか？今年度の入園はしかたなく諦めざるを得ない状

況で、来年度もダメだとなると本当にどうしようか悩みます。早く職場に復帰したいです。(０

歳・母親) 

小学校、中学校、高校が少なく教育の場の選択肢がない。子どもが大きくなったらずっと留萌で

教育していくのはかなり厳しい。子どもの教育のため移住を考えている。(０歳・母親) 

ファミリー・サポート・センター事業を利用してみようか迷うが、どのようなサービスか内容が

具体的にわからなくて（預かってくれる人がどんな人なのか、どういう時に利用したらよいか等）

利用するのをためらう。もう少しわかりやすく教えてほしい。(０歳・母親) 

いつも支援センターを利用させていただいております。先生方にはいつも優しく遊んでいただき、

また地域の方々とのおしゃべりは子育てをする上でとても励みになっております。支援センター

の他にも遊び場や公園などの施設がもっとたくさんあると、子どももマンネリにならず楽しく過

ごせるのかなと思います。(０歳・母親) 

妊婦健診のエコー検査の助成を回数増加してほしい。妊娠、出産を機に退職する人に対して経済

的な相談をできるところがない。生活保護水準まではいかないが働きたい人はたくさんいると思

うので、乳児がいても働ける場の確保もしてほしい。徒歩圏内に乳児を連れて集えるサロンなど

があれば良いと思う。ちょっとした買物などの際に、乳児でも託児または訪問で子どもを気がる

問 35 最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関して、ご意見がございま

したら、ご自由にご記入ください。【自由記述】 
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に見てもらえるような近所にあれば助かる。ただし、きちんと保育に関する研修等を受けた人が

良い。そういった研修の体制や、マッチング、また契約に基づく依頼など、何かあったときの取

り決めをして頼めるようにしてほしい。(０歳・母親) 

今春から転勤で留萌に来ましたが、ファミリーサポートのチケットも、はーとふるの方が気づい

てそれで途中で頂いたり、保育園のことを聞きに役所へ行ってもたんたんとした対応で、子育て

のことを親身に聞いてくれる雰囲気では全然なかったです。妊娠中、前にいた地域では保健師さ

んが些細なことにも対応してくださったので自治体の規模が違うとはいえ、最初から打ちのめさ

せられ、子育てはこの１年ずっと孤立していました。なので、夫の仕事とは別に、移住を考えて

おり、石狩市や北広島市に伺いました。石狩では子育てコンシェルジュさんというのがいて、何

でも答えてくださる担当者がいます。北広島では、ガイドツアーを利用し保育所などたくさんま

わりました。自園給食など、堂々と答えて下さりました。留萌市も子育て環境の充実化に力を入

れ、他市町村を参考にすればいいのに…と思いますが…、結局は施設の充実度それも大事ですが

人間力だと思います。初めての子育てでここまで孤独になるとは思わなかったです。子育てをす

る母親同士のつながりがもっと取れると良いと思いました。知りあいが全くできず、そういう場

もないので…。知らないだけでしょ、と思われるかもしれませんが、なぜ知られていないのか、

人が集まらないのか、根本的なことを考えてほしいです。(０歳・母親) 

留萌市は、子育てがとてもしにくい町です。わからないことを聞いても、保健所、役所などたら

いまわしに遭い、不信感を覚えました。悩みがあり小児科に相談しても、冷たい態度をとられて

もう相談したいと思わなくなりました。ロタやインフルエンザの予防接種も高い金を請求されて

苦しいです。他の市では助成があるのに、なぜないのですか。できればここを出たいのに、主人

の仕事もあり無理です。どうにか、もっと子育てしやすい町にしてくれませんか。(０歳・母親) 

待機児童問題を早急に解決して欲しい。無償化になったら更に増える。その前に保育士の給与や

手当てを増やし確保するのが先だと思う。(０歳・母親) 

子どもがまだ１歳にもなっていないので、幼稚園などはまだまだ先の事のように感じていますが、

通うようになった時の利用料や、園の説明会などに参加したい。細かく案内の手紙など送ってき

てくれると嬉しいです。(０歳・母親) 

乳児連れで安全に遊べる場所があまりないため、そういった場所があると良いと思う。(０歳・

母親) 

病院で勤務中、育児休業を取得中（Ｈ３１．２月に復帰予定）ですが、本当は３歳まで取得でき

るのに、職場環境・上司のコメントなどより、３歳まで休業できる状況ではありません。（周り

に３歳まで休む人もいない、上司の許可を取るのが難しい）また、復帰後は、夜勤や当番の免除

もなく、時短制度なども利用できません。もちろん、土日祝日や年末年始も関係ありません。そ

のため、１歳から預ける予定（院内の託児所）ですが、理由は保育園が高すぎるからです。夫婦

共働き世帯のため月８万円程。これでは働く意味がないので、託児所に預けますが、本当は保育

園に預けてしっかり保育してほしいです。金額的な面、また子や親が病気の際にも安心して預け

られる施設が充実していることで、子育てしやすくなるかと思います。(０歳・母親) 

おむつの回収を週２回にしてほしい。また、有料袋ではなく透明な袋で捨てられるようにしてほ

しい。(０歳・母親) 

子どもが遊べる施設が少ないと思います。私が住んでいる家からだと児童センターもはーとふる

も遠くて車のない私には、行くまでが億劫です。公園も近くにないのでどこで遊ばせればいいの
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か悩みます。冬はとくに歩いて行くには厳しいので引きこもりがち。子育てしづらい環境です。

(１歳・母親) 

地域に保育所を増設してほしい。預けられないため働きに出られない。子どもを自由に遊ばせら

れる室内施設を増やしてほしい。子どもを連れて外に出たくても、不便。住んでいる市内に安心

して掛かれる小児科がなく、少し離れた所まで通っている。体調や発達面の相談をもっと気軽に

できる場が欲しい。(１歳・母親) 

私の職場は、４月に復帰することが望ましいとされている職場で、来年度保育所に預けて、育休

を終わらせたいと考えている。保育所の申し込みはしたが、育休でも厳しいという説明を受けた。

保育士さんの人手不足はわかるが、育休が満３歳まで取得できるとは言え、今の家庭の状況では

共働きしなければ、経済的に苦しく、何としても４月入園できないものか…と頭を抱えている。

４月から復職しなければ仕事はできず、仮に待機児童になって年度途中に入園可能との連絡を受

けても、仕事には復帰できない。（代替の方がすでにいるため）保育所の優先順位にそれも加え

ていただきたい。また、４月からフルタイム勤務になるため、慣らし保育も本当は３月中に行っ

てほしい。誰も頼れる人（自分の親など）が近くにいないため、夫婦で何とかしなければならな

い。４月は仕事が多忙で休みが取りにくい。それぞれの家庭に合った柔軟な対応をしてほしい。

このままでは一生復帰できないのではないかと心配になる。(１歳・母親) 

０歳～２歳の非課税以外の世帯も無償化にしてほしい。 (１歳・母親) 

現在、保育所を利用しているが、園の環境が心配になる。先生が退職することが多すぎるし、そ

れに子ども達が、対応しきれないのでは。異動などをなくす、園長は外部に委託というか市側の

人を入れるなど対策をして欲しい。市と保育所の連携もないのか質問しても返しがない。保育料

も他市と比べて高すぎる。周りも皆口をそろえて言っています。子どもに優しい市であって下さ

い。(１歳・母親) 

保育園にいつでも途中入所できるよう、保育士さんの確保をしてほしいです。保育園の途中入所

を希望し、申し込みをしたところ、入所は厳しい状況と言われていたのに、突然、入所可能との

連絡をいただいても、職場とのやりとりもあるので、正直困ります。前もって、優先順位はどれ

くらいなのかなど、教えていただきたいです。また、保育園の状況をちょこちょこ教えていただ

けるようになると助かります。(１歳・母親) 

主人の転勤で、引っ越してきましたが、子どもが屋内で遊べる施設が少ない（知らないだけかも

しれませんが…）と感じました。特に冬の間はなかなか遠出もできないので、秩父別の「ちっく

る」や旭川の「もりもりパーク」のような施設が有料でも良いので、留萌にもあると助かります。

(１歳・母親) 

働きたいのに保育園に入るハードルが高すぎます。貯金はなくなっていくので働きたいのに、ど

うしてこんなに働かせまいとするかのごとく手続きが難しく、しかも申し込んでからわかるまで

に半年近くもかかるのですか？早くに入れないとわかれば入れる地域に引っ越ししたいのに…。

ただ、図書館などオムツ交換の場が多いので、留萌市ではそこが素敵だと思います。扶養範囲内

で働ける金額が上がったのであとは保育園だけです！子育ても仕事も頑張りたいです！！！(１

歳・母親) 

屋内施設（体育館など）を開放してほしい。冬はなにもすることがない。支援センターは狭く小

さな子と大きな子が自由に遊べず入りづらい。(１歳・母親) 

留萌市は土日遊ばせるところがないので、支援センターか児童館どちらか月数回でも開放してい
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ると助かります。(１歳・母親) 

留萌市は子育て支援など手厚く充実していますが、公園をもっと充実させてほしいです。イスだ

けで草が生えっぱなしな公園がほとんどです。もっと遊具を置いて下さい。はーとふるのような

子供を遊ばせる所が１カ所でも増えてほしい。少し遠いので子供をもっと遊ばせたい。(１歳・

母親) 

おむつのゴミを毎週捨てているが、燃えないゴミ袋のサイズが１番小さいものでも大きすぎるた

め毎回スカスカでごみを出している。いっぱいになるまで溜めておくと臭いがすごすぎるため、

もう少し小さいゴミ袋を作ってほしい（札幌市のような）。離乳食の食べ残しも、同様に生ゴミ

袋が大きすぎるためいつも処理に困る。ごみの出し方ルールも細かいため、生ゴミに虫が大量に

発生し不快な思いをした事がある。札幌市のように、燃えるごみと一緒に出して良い事にするか、

せめて、袋（ポリ袋など）に入れてからゴミ袋に入れても良い事にするなどしてくれないと、ご

みを出す事（家で保管している間も）が苦痛でしかたないです。妊娠中の検診で、留萌市立病院

は、毎回医療券を使っても受診料がかかる。別の病院では０円の時もあるのに留萌市立は毎度

2,000 円以上かかる。券も毎回使えないと言われた。留萌で子供を産みたくないが毎度別の病院

にも通えないのでしかたなく通っていたが、別の地域で子供を作る方が魅力的だと思ってしまう。

子育てだけではなく、妊娠中ももう少しサポートしてほしい病児保育ができた事はとても良いと

思う。私も以前母子家庭だったので、もっと母子家庭が生活しやすい環境ができれば良いと思い

ます。(１歳・母親) 

公園に遊具を置いてほしい。近くに公園があっても楽しくない（何１つないので）。海へ行きた

いが駐車料金が高い。地方の人と地元の人とで金額を設定するか無料にしてほしい。せっかく近

くに海があっても気軽に行く事が出来ない。船場公園（るしんふれあいパーク）の駐車場が狭す

ぎる。花火大会の時はすごく遠くて小さい子供がいるのに歩いて行くのは大変で、見るのを断念

した。もっと近くに止められる場所を作ってほしい。フルタイムで働ける様な環境をもっと作っ

てほしい。簡単に休みが取れない、学校の行事にも参加しづらい所が多くて、なかなかフルタイ

ムで働けない。看護師や介護職の職場には併設して託児所が付いている所があって働きやすいと

思うが、他の職種になるとそういう所はこの留萌にはないと思うので、働きたくても働けない人

はたくさんいると思う。もう少し子供がいても心配なく（急な休み・学校行事・夏休み・冬休み

等）働ける環境を少しでも増やしてほしい。若い人が働く環境がすごく少ないのでどんどん都会

へ出て行ってしまう人も多いと思う。(１歳・母親) 

できれば市民の声を実現させていただきたいです。このまま留萌で育児していきたいですが、今

のままでは離れざるを得ないと考えます。(１歳・母親) 

働いていなくても保育所の一時預かりを利用させてほしい。(１歳・父親) 

０～２歳でも保育料を無償化してほしい。（住民税の課税、非課税に関係なく）児童センターや

支援センターで行なわれるイベント事（製作など小さなものでも）が市役所のホームページなど

ネットで毎月知りたい。（いつも支援センターや児童館で何かないかチェックしているが、あま

り利用してない児童館だと見落としたりするので）毎月はーとふるでやっている栄養相談、健康

相談で話を聞いてもらっていますが、人が多い所で相談したくない方もいると思うので、もっと

個別で話が出来る場があると嬉しい。（保健師さんや先生などへの相談）(２歳・母親) 

天気が悪い日や寒い日でも遊べる室内の遊び場が欲しい。また、公園の遊具を充実させてほしい。

家族で楽しめるレジャースポットがあれば嬉しい。(２歳・母親) 
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海の周辺に遊ぶ施設、商店、海の家など留萌近郊はなさすぎる。子供にとって面白い海になって

ほしい。冬は屋内で遊ぶ施設がない。支援センター、はーとふるは狭すぎる。児童センターは汚

い。土地がちょこちょこ売地になっているのですから、うまく利用して屋内施設を作っていただ

きたい。スケートリンクやすべり台など、留萌は土地の割に何もないと感じます。どこにもそん

な施設がないので、秩父別まで通っています。また公園が危険のテープがはりめぐらされたまま

そのままの場所があります。数年変化なしです。船場公園も広いだけで小さい子が遊べる所がほ

ぼありません。ほんとうに何もない、ひどい町です。(２歳・母親) 

子どもが３才になってから、保育園に預ける予定で申込みをしました。保育園の先生が少ないと

の事を聞いたりしてますが、安心して子どもを預けられる保育園にしてほしいと思います。子ど

もが亡くなる事故も、ニュースなどで拝見してますし、安心して仕事をしたいです。市立病院の

小児科の先生をもう少し増やしてほしいです。おむつやミルクの支援もして頂きたいです。(２

歳・母親) 

母親が育児をしながら働きやすい環境例えば病児保育や、土日祝日の一時預かり保育。(２歳・

母親) 

土・日に遊べる子どもセンターのようなものがあると良い。(２歳・母親) 

子どもが遊べる施設が欲しい。気がるに、公園のように遊べる室内場があると良いです。安心し

て預けられるのは両親や兄弟ですが、預けられる人がいない場合にはもっと利用できる施設（料

金が安くてあるいは無料なのが理想ですが）情報が自分で調べることなく、郵送等で得られると

ありがたいです。面倒だからという訳ではなく、調べ方がわからない人もいるし、出産前には相

談できる所は、紹介はされるがなかなか自分からアクションを起こすことができない人もいると

思います。忙しい人も多いでしょう。もちろんホームページ（市など）もあるとは思いますが、

何かあれば連絡して下さい的な呼びかけでは、私は行きにくいです。細かな情報がわかる冊子が

あると選んで利用したり、かわいらしいホームページなども目に止まるかと…。ホームページも、

調べないと見ないので、どうやって利用者が情報にたどりつけるかも今后の課題かと考えます。

情報社会なので、こちらもネットなどではよく調べますが、情報発信する側も、定期的に、情報

更新をして下さると、すごいなと思います。(２歳・母親) 

留萌は最悪 冬、遊べる所がない はやく引越ししたい。(２歳・母親) 

保育料が高すぎます。現在１カ月８万円です。都会では私立などに通える金額です。まわりの人

もビックリして子作りに消極的になっています。無料にしてくれとはいいませんが、もう少し内

容に見合った金額があると思います。(２歳・母親) 

病院の待ち時間が毎回長いのが負担に感じる。子供食堂が２ヵ月に１回程ではなく毎月あったら

嬉しい。(２歳・母親) 

日曜・祝日にも幼児が自由に遊べる屋内施設があると嬉しい。幼児向けのイベントを希望します。

(２歳・母親) 

公園が少ない。冬期間に体を動かして遊べる施設が欲しい。主婦が社会復帰しやすい職場が少な

い。(２歳・母親) 

留萌には日曜に遊べる室内施設がないので家で引きこもることになっています。施設希望します。

また、幼稚園に入れたいと思ってますが、年少々の募集が少ないので入れれるのか心配なので入

れさせてもらえたらなぁと思ってます。(２歳・母親) 

収入に対して保育料が高すぎる。保育所の建て替えなども検討すべきだと思う。(２歳・母親) 
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週末、子供が遊ぶ所がない。支援センターが土日も開放されると良い。週末、秩父別町まで行っ

たり、プールに通うため深川市に行ったり、留萌市の施設不足で困っている。(２歳・母親) 

問２８－１に誤りがあるのか、何度読んでも理解できなかったので、回答しておりません。「子

育ての環境」という大きなくくりで申し上げると、“子どもの医療”に関して、是非、保護者の

皆さんの声を聞いて頂きたいと思います。(２歳・母親) 

他の地域より留萌に引っ越して来ましたが、周囲に友人知人、頼れる親族がいない中、子育て支

援センター児童センターには大変お世話になっており、先生方にも感謝致します。今後も現在同

様に充実した支援をして頂けると大変嬉しいです。留萌市の子育て支援に関する事業（子育て支

援センター、児童センター、保育園等）ホームページにて調べることが多々ありますが、古い情

報が多く更新していただけると助かりますのでよろしくお願い致します。(２歳・母親) 

出産前後の時期に上の子を見てもらいたく保育所に申し込みしていましたが、必要な時期に入所

できず、出産予定日近くなってからようやく連絡が来ました。私は身寄りが近くになくて、保育

所に預ける他手段がなかったので、入所を希望していましたが、出産間近になってからの慣らし

保育は上の子の精神的不安も大きく、出産時の入院中の不安も重なり、その後も保育所に預ける

ことを断念せざるを得ませんでした。もっと早く慣れていてもらえたらと思っていただけに、市

内に数少ない保育園で待機となるのは、本当に必要な人にとってはとても残念な状況です。利用

調整の点数の見直しや施設の受け入れ状況に、もっとゆとりをもって対応してもらえたら良いの

ではと感じました。(２歳・母親) 

来年からの保育園の入園の申し込みをしました。その時に待機の可能性があると言われました。

待機児童が出ていることに対して、対策などしているのでしょうか？今の時代、共働きの家庭は

多いと思います。また、保育園の場所も街のはずれにあったりと、疑問に思うこともあります。

親や家族が自由に選ぶことのできる幼稚園、保育園であってほしいです。(２歳・母親) 

留萌市は、休日の子どもの行き先がなくこまる。夏は公園がありますが、雨がふった時、冬（ふ

ぶきの時、とくに！）はどこにも行けないので、ちっくる（ちっぷべつ）、旭川に行くことにな

ります。土日、夜、に小児科がやっていないのも不便です。(３歳・母親) 

水質が良くない（大雨後、水道水がにごる）。徒歩圏内に遊ぶ、または子供が集まる施設がない。

以上が改善されれば、もっと子育てをする上で、住みよい環境になり得ると思います。よろしく

お願いします。(３歳・母親) 

子どもが雨でも雪でも遊べる施設があってほしいです。病児保育も市立病院内で行うみたいです

が、一日３人までや、感染症はだめなど、預けられないなぁと思いました。ウィルス性の感染で

も、もう少しで保育園に行ける状態（少し便がわるいなど）なのにという時に預けられないと、

利用する人が出てくるの？と疑問に思ってしまいました。(３歳・母親) 

子どもイベントの情報をＳＮＳなどで細かく発信してほしい。いつのまにか終わっていたり、全

く知らないものだったり内輪で終わってしまっている。やっつけイベント？としか思えないこと

が多々。ＳＮＳなどでしっかり発信して留萌の子ども、子育て中の家族を笑顔にしていただきた

いです。(３歳・母親) 

来年 10 月より無償化になるとのことですが、留萌市は認定こども園がない上に、保育園も待機

児童がいるのが現状です。子育て支援センターや児童館は既に親同士で輪ができていて通いにく

いし、土・日は遊ばせる施設もなく、幼稚園に入れるまでは本当に家で１人で子どもを見る時間

が大変と感じていました。今は下の子が１歳なので、上の子が幼稚園に入れたとしてもまた２年
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間同じ事のくり返しです。とにかく保育園だけでももっと入りやすくして欲しいです。(３歳・

母親) 

年少未満児の保育料が高いです。上の子が一緒に通園していた時は、無料にしてもらえていて助

かりましたが、上の子が卒園後、一気に高くなりました。上の子も学校で、お金はかかります。

保育園に在園中の子供の数だけで、保育料の算定をしないでほしいです。少しでも早く、無償化

にしてほしいです。(３歳・母親) 

子育て支援センター、児童センターをほぼ毎日利用させてもらっています。子どもは楽しく遊ん

でいて満足していますが、小さな子が安心して遊べる公園が少ないので遊べる場所が室内になっ

てしまうことが多いのが現状です。遊具が壊れたままの公園、船場公園のように海風が強い立地

だと遊びづらく小さな子はあまり行きません。高砂公園のような公園が１、２ヵ所増えてほしい。

また日旺、祝日も遊べる公共施設が欲しいです。留萌からでも秩父別のちっくるに行くように、

市内にも同様の施設があれば近郊からも人が呼び込めると思うのですが。(３歳・母親) 

無償化ありがたいです。選択が広がります。(３歳・母親) 

アンケートが堅苦しく、答えにくかったです。もっと簡単で、わかりやすいアンケートが良かっ

た。親の思いが伝えきれない。(３歳・母親) 

遊べる施設がない。ファミリーサポート利用したいが高い。子育てに向いている街ではない。な

にかと高い。(３歳・母親) 

幼稚園に通っています。週に２～３回、給食の日があると良いなと思います。(３歳・母親) 

医療費無償化はコンビニ受診を増やすだけ。１割でも負担させるべき、ばらまきにすぎない 高

齢者の除雪、通院などへ予算を回すべきではないか？(３歳・父親) 

幼稚園に子を預けている親も、働いていたり働くことを望んでいる人が多く、給食を導入しても

らえるととても助かる。児童センター等の情報について、定期に利用していないと行事内容等が

わからず利用し難い部分がある。親が安心して働き、子を社会一体で育ててもらえるのなら、個

人として子をもつことは喜ばしいことなので、たくさん子どもがほしいが、今現在は、「子が増

える」＝「時間もお金もなくなる」という発想になってしまう。特に留萌は少子化・高齢化、過

疎化も急激に進んでいる中で、「子がほしいのに環境のせいであきらめる」ようなマチであって

は、いつかは限界がきてしまうと思う。出生にかかる環境（病院のＤｒ、常駐についても含め）、

育児にかかる環境、育った子供達が帰ってきたくなる環境の充実にむけ、積極的なうごきを期待

します。(３歳・父親) 

子どもの教育するためにも、親として職場のストレスにより子どもの教育が疎かになる。子ども

を育てるためにも、給料面で良い所を選んで働きたいがなかなか難しい。子育て中にも関わらず

会社は内情を知らないため、資格をとれ！とプレッシャーになりストレスです。勉強する時間は

夜になり体力的につらいです。きっと子どもはそんな姿を見ています。(３歳・父親) 

小学生以上の医療費無償化大変ありがとうございます。(４歳・母親) 

現在みどり保育園を利用していますが、バスがなくて送り迎えが大変なので、園バスがあると助

かります。それか、南町や、潮静のあたりにも保育園があるといいなと思います。(４歳・母親) 

秩父別町や、妹背牛町では、屋内で、土、日、祝日でも遊ぶことの出来る施設があるのに、留萌

市は何もなく、平日の児童館利用しかなく、不満です。子育てには向いていません。プールも夏

しかやっておらず、海が近くにある町なのに年中泳げないので、着衣泳の練習などをさせること

が出来ないのは大変残念な事です。水難事故が年々減少しているのは、各地域での着衣泳の経験
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をしているからです。留萌はスキー場もプールも、何をとっても何ひとつ出来ない町です。るし

んふれ愛パークのようなただ広い公園があっても、遊ぶには何もなさすぎです。公園の管理費を

使うよりも、プールやスキー場を復活、活用をし、子どもへスポーツを広める事が大切かと思い

ます。税金をムダに使わず、もっと子どもたちのために使って下さい。そうすれば必ず、経済も

活発になると思います。(４歳・母親) 

幼稚園に通ってますが、働いているお母さんも多くなってきています。祖父母が共に近くにいな

いので預け先が幼稚園の預かり保育を利用しています。でも、行事振替日は休みなので休みを取

らないといけないと考えたり、病気など…まだ働きやすい、子育てしやすい環境ではないのは確

かです。(４歳・母親) 

保育園を利用しています。先生たちの笑顔が、親子を救ってくれます。無償化には賛成ですが、

子どもたちを共に育て、守ってくれる先生たちの待遇改善の方を先に考えて下さい。停電の時、

子どもたちが不安がる中、先生たちは園を開けてくれました。だから親は働けます。どうか、先

生たちが、笑顔のままいられるよう対策して下さい。(４歳・母親) 

アンケートの選択肢にわかりにくいものがありました。どのようなことが知りたくて、その質問

がされているのか、説明がないと答えにくいです。(４歳・母親) 

過疎地に在住していますが、幼児・児童が少ないため、平日は保育園に通っていて、本当に良かっ

たと思っています。子ども同士遊びながら育つ時間を大切に考えているので、親の仕事や収入等

にとらわれず、子供の成長の必要性を重視して、早くから集団生活をスタートさせて行くのは良

いと思います。幼児教育こと、義務化強化へ。(４歳・母親) 

幼児教育、保育の無償化はとてもありがたいです。乳幼児のカードを提出すると医療費ゼロなの

に救外で預かり金が発生するのをどうにかして頂きたいです。（※他の市では預かり金なんて発

生しない）後日、集金しに行くのが大変です。風邪等が流行っていると何度も病院に出入りしな

くてはならないのが嫌です。（事務の仕事も減ると思います）あと、インフルエンザのワクチン

が近年足りないと言われる事が増えました。受けたい時に受けられないと困ります。（子供は体

調の変化が激しいので）(４歳・母親) 

保育料の無償化、延長保育の実施をしてほしい。子どもが遊べる場所がもっとできると良いと思

います。(４歳・母親) 

子育てをしている母親（本人）が両親がいなく、預けるのもほとんどできず、自分が倒れてしまっ

た時常に不安を抱えて子育てしています。淋しい思いはさせたくない、働かなきゃいけないのも

母子家庭では当然なのですがやはり、身寄りがないと不安なので、そういった時、前もって予約

してじゃなきゃ預けられないと言った所よりかは、スムーズに預けてもらえる、そんな所が有る

（土、日、祝）などといいなと思いました。(４歳・母親) 

小学生も医療費が無料になり、大変ありがたく思っています。留萌には公園がたくさんあります

が、整備されていない場所も多く残念です。「船場公園に遊具があれば…」という話をよく耳に

します。私もそう思うのですが、２～３年間週２～３回利用するうちに、「船場公園には（高砂

公園の様な）立派な遊具はいらないかな」と思うようになりました。昔ながらのタイヤの遊具や、

木の実がなる自然の植物を増してはどうでしょうか。(４歳・母親) 

室内で遊べる所を作ってほしい。公園を増やしてほしい。遊具がない公園が多すぎる。(４歳・

母親) 

習い事の種類が少ないです。ネットを見ても、やっているのかやっていないのか不明なものも。
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市内の習い事をまとめたページがあれば嬉しいです。子供の教育を考えると長く住みたいと思え

ない環境です。また、冬季、歩道の除雪がされていないどころか、道路の雪が押し上げられて山

積みに…子どもの通園通学等歩く時に道路を歩かなければならないので何とかして下さい。(４

歳・母親) 

ネット環境の充実。何かあった時、何か知りたいことがあった時、まずはネット検索します。市

のＨＰにもいろいろ書かれてますが、迷子になって結局よくわからないことがよくあります。市

のＨＰを見ていろいろな事業や、保育関係のことがすぐわかるようになれば嬉しいです。わかり

にくくてすいません…。(４歳・母親) 

ぜひ、保育料無償化にして下さい。(４歳・母親) 

保育園のたてわり保育について不満です。年長組だけでも別にしてもらいたいです。(４歳・母

親) 

天候等に左右されず安全に子どもを遊ばせてあげられる場所があまりありませんが、施設を新た

に造ることはコストがかかり過ぎ非現実的だと思うので、既存の施設の利活用を進めてほしいで

す。児童センターを日曜日も利用できるようにする、公民館やコミセンの一室を定期的に親子の

遊び場として開放する、街なかの空き店舗を親子の遊び場やママたちのサロンとして開放するｅ

ｔｃ。児童センターの親子広場（火・水・木）をプレ幼稚園と重ならないよう曜日を変えてみる。

空き店舗は、民間の協力が必要ですし、公共施設ではスタッフの問題ｅｔｃもあると思いますが、

一定期間、アンケートなど利用者の声を集めながら試験的に運営するなどして、コストを抑えて

既存の設備や施設を上手く利活用し、子育世代を充実させてほしいです。(４歳・母親) 

今はなくなってしまったが、沢住小児科のように予約なしで予防接種が受けられる病院があれば

とてもよかった。(４歳・母親) 

小児科の改善を希望します。乳～幼～児童期は予防接種をはじめ発熱や風邪など病院を利用する

機会が多く、信頼できる小児科があれば安心して生活することができます。今の市立病院は時間

がかかりすぎたり待ち合い場所も遊ぶものも少なく、じっとしていることの難しい年代の子供に

とって行きにくい所となっています。お医者さんは出張医の方だったり変わるので仕方ありませ

んが、受付の方や看護師さんの対応も、もう少し親切丁寧だと行きやすくなると思います。初め

ての子どもで不安な時に優しく対応して頂けるだけで、安心できます。周りには深川や旭川へ病

院に行く人もたくさんいます。医療費を市で負担してくださっているのに市外に流出しているこ

とも税金の使い方としてもったいなく思います。みんなが行きたくなる小児科があると子育てが

しやすく安心な留萌市になると思います。(４歳・母親) 

休日に家族で出掛けて遊べる施設があったら嬉しい。私の周りの友人は（私も含め）旭川にまで

行っています。屋内遊具施設（無料）希望！（※旭川市のフィール内にあるもりもりパークの様

な施設）♪広くて、体を使って遊べたり、家には無いオモチャが沢山あって我が家はいつも利用

しています。子どもも大喜びです。(４歳・母親) 

冬場に雪が降っても室内で走り回れるような施設があると良い。（無料で利用できる）(４歳・母

親) 

市内の公園の整備されている所としていない所の差が激しい。冬でも、子供が遊べる施設がある

と良い！！(４歳・父親) 

現在通っている保育園で胃腸炎が毎月のように流行しています。親が働いているので休めず、下

痢や嘔吐をしていても保育園に連れてきてるのが原因だと思います。先生も治ったのか症状を確
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認していないと思います。保育所で下痢や嘔吐したあとの処理もちゃんとしているのか不安です。

なかなか感染が終息しないです。毎回…他の保育所は徹底して症状を確認して、中途半端に治っ

てないのに連れてきても帰ってもらってると聞いています。全ての保育所で、徹底してほしいで

す。仕事を休みやすい環境づくりと、除菌や自宅保育の徹底を希望します。問１８－２の施設は

どの程度の病気まで預かってもらえるのか？インフルや胃腸炎などは？朝突然行っても預かって

くれるのか？予約制だったら意味がないです。あと１年で卒園なので現在通っている保育園希望

してますが胃腸炎がほんとに酷いので悩んでいる母親たくさんいます！！(５歳・母親) 

近くに親類や親しい友人がいない場合において、両親がインフルやノロなどの感染症にかかった

場合や、出産時上の子の世話をする人がいない場合などに利用できるようなサポートシステムが

あるといいです。特に夜間ですと、友人にも頼みにくいものがあります。夜間や緊急時、利用で

きるところを作ってほしいです。(５歳・母親) 

今年度中に病児保育事業が始まるそうですが、とても助かります。なかなか仕事を途中でやめて

迎えに行くのは難しいため、勤務が終わるまで預かってもらえるのはありがたいと思います。☆

以前、ＴＶで学校で朝食を提供している所があるのを見ました。（ボランティアでの提供でした

が）留萌でも、そのような取り組みができると良いなぁと思います。(５歳・母親) 

幼稚園から英会話の授業をやってほしい。日本人ではなく外国人でネイティブな英会話を習わせ

る場所がない。(５歳・母親) 

大都市では市の保育園に一時保育をする教室が併設されており、幼稚園が代休の日など１日、1,000

円くらいで預かり保育を行っていましたが留萌市はないのでしょうか？通常、実施しなければな

らないのではないかと思うのですが…。(５歳・母親) 

アンケート内に「子どもが小学生になったら」というものがあったが、今はそこまではっきりと

は考えていないです。その時にならないと、何が必要であるかわからない気がします。今は仕事

より、子どもの側にいたい気持ちを優先しています。あとは、中学生まで医療費が０円になり、

本当に嬉しいです。幼稚園も早く無償化されるとすごく嬉しいです。やはりお金の面が厳しいの

で。Ｈ30 年度は保育料は３千円程安くなったものの、以前まであった、年に２か３回程あった

お金が戻ってくるシステムがなくなり、結果的に保育料は高くなりました。教育、保育環境は、

良くなり、お金もかからなくなれば最高です！…笑。(５歳・母親) 

幼稚園の終了時間が早すぎると思います。延長保育もあるけど、料金が追加されるとなると利用

しにくいです。(５歳・母親) 

時節柄、除排雪について。毎年のことですが、留萌市内の除排雪が降雪量に見合っていないと思

います。降雪量が多いのは土地柄しかたがないことですが、除雪のしかた、排雪の頻度など問題

があると思います。子どもの登下校、幼稚園への送り迎え等、子育て環境としても道路の確保は

大切なことだと思います。除排雪計画、大雪時の要請、除雪業者への指導等（ぐにゃぐにゃ除雪

などによる交互一方通）ご検討のほどよろしくお願いいたします。(５歳・母親) 

留萌は遊ばせる所がなく、もっと公園等を充実してほしいです。(５歳・母親) 

本当は１歳になるまで育休を取りたかったのですが、保育園に入れなかったら…と思い１０ヶ月

で入園させました。もう少し家で保育したかったと後悔しています。０歳児クラスの受け入れ人

数がもう少し増えてくれれば育休も取りやすいし、働きやすいのではと思います。(５歳・母親) 

子育て支援新制度に移行し、保育料の負担額が実質的に大幅に増え負担に感じている。子育て支

援とのことだったが、保育環境がとても良くなったとか負担が減ったなどということは今のとこ
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ろ全く感じられていない。無償化が決まった今、なぜ私達の世代だけこんなに負担を強いられて

いるのかと思ってしまう。(５歳・母親) 

室内で遊べる施設を作ってほしい。（土日祝日でも利用できる）→例えば「ちっくる」のような

施設・公園の遊具を充実させてほしい。→公園の遊具が少ない・子供が３人以上の家庭には、手

当をたくさん出してほしい。(５歳・母親) 

うちは気にかけていただいていて、いつも感謝しています。これからもよろしくお願いします！

(５歳・母親) 

遊べる公園が少ない。あっても壊れていることが多い。いつも同じ所で遊んでいる。冬は行くと

ころがなく、結局別の地域まで行って、遊びに行くしかない。遊戯場を増やしてほしい。(５歳・

母親) 

幼稚園の入園料が無料になったり、いろいろ改善されて助かっていますが、消費税やタバコやら

値上りして、家計も厳しいです。その中、いろいろイベント（児童センター祭りやクリスマス会

ｅｔｃ）なども開いてくれてますが、情報入手しにくいです。子供が遊ぶ環境が少なく、市外に

出れば出費がかさみ…市内で楽しく安全に子供が遊べる場所やイベントを増やして下さい。・あ

と病院ですが、せっかく大きい病院があるのに先生不足や検査する機械など、安心したいです。・

そして、道路脇にある木…雑草ばかりで、見た目悪すぎ。花を植えたりとキレイにすれば、自然

と観光客も増え、ポイ捨ても減ると思います。まず、留萌はお金を使うところを間違っている！！

目にみえるところからしないと、みんな気付かないし、分からない！！(５歳・母親) 

公民館で無料で映画を見れると案内がきていましたが（小学校の兄弟が持ってきた）観に行きた

いと思ったら平日だったので、休日にもやってほしい。（平日は仕事があるので）特に、冬期間

にやってくれると良い。天候によっては外遊びが出来なかったりするので。(５歳・母親) 

未就学児が、天候に左右されず、自由に遊べる広場がほしいです。児童館は、小学生がいて走っ

たりするなど危ないため、利用しにくいため、るしんふれ愛パークの２Ｆの広場のスペースを利

用し、稚内の道の駅の子供広場みたいな場所を作ってほしい。子育世代の人が集まる広場があれ

ばいいと思う。(５歳・母親) 

学校の統廃合の計画を明確にしてほしい。小規模の学校に通わせる保護者の意見を参考に統廃合

をしてほしい。(５歳・母親) 

仕事をしていて、最近困っていることは予防接種です。インフルはいいのですが、それ以外の予

防接種の場合、予約、そして勤務時間内なので休みを取らなくてはいけないです。子どもの体調

もあり、３才以後の定期予防接種が予定より遅れています。以前は沢住小児科があり、いつでも

予約なしで土曜日も受診し接種できました。そのような小児科があればいいなと思っています。

(５歳・母親) 

春から小学校入学ですが学童保育の開始時間（夏・冬休み）通常時の修了の時間がもう少し利用

しやすい時間になればと思う。各 30 分程度でものびれば本当に助かります。(５歳・父親) 

途中までアンケートに答えたが、問いが面倒すぎる。もっと簡単に答えられるものにすべき。子

育て忙しい中で、ややこしい。読む気にならない。子育てしてる親に向けてのアンケートとは思

えない。ポストに投函するのも億劫です。(６歳・母親) 

保育園には大変お世話になってきました。ついに留萌市でも待機児童が出たとききました。働く

女性は増えてます。子どもが保育される環境が整ってほしいと思います。市立病院の小児科医が

常駐でいてくれたらと思います。医療費、とても助かっています。安心して病院にかかれます。
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(６歳・母親) 

留萌は、色々なお祭があったり、海、自然が豊かで子育てするにはとても良い環境だと思います。

ずっといるとその恵まれた環境になれ、ないものねだりで、足りないものが気になってきてしま

います。行政の地道な努力と市民の理解と協力が大切ですよね！うちは、転勤族なのでずっと留

萌にはいられませんが、いられるうちは、留萌を楽しみたいし、子供たちにとっても、留萌って

いい所だったよねーと思い出に残る地になってほしいと願っています。（ちなみに私はなじみす

ぎて、10ｋｇも太ってしまいました）(６歳・母親) 

フルタイムで働いていると、子どもの教育に時間をさけず、習い事もさせてあげたいけど付き添っ

てあげられなかったり…。子どもが小さいうちは教育のためにも育児短時間制度を使って働こう

とも考えましたが、給料も減ってしまうので現実はキビシイなーと感じています。働く母たちが

利用しやすい平日の習い事や年休システムがあるといいのになーと思っています。(６歳・母親) 

昨年から、幼稚園が制度を変えて、保育料の負担が少なくなるという話だったが、兄弟の有無や

年収によって差があるようになり、月々１万円以上の負担が増えたのですが、幼稚園の教育内容

や施設・行事などが充実したり、よくなるというお話だったが、何も変わらず、負担だけが増え

た。負担が軽くなった方もいるようでしょうが、従来の方が平等だったのではないかと思いまし

た。幼稚園は、収入によって保育料が変わるのではなく、一律だからメリットがあったように思

います。無償化によって保育の質や先生の質などが落ちなければよいと思います。(６歳・母親) 

病児保育をしてもらえたら、すごく助かるし、安心して働けるなと思います。保育園には大変助

けられています。行事等もたくさんあり、子どもも喜んで通っていますが、保育士の先生方の負

担が心配です。プールがもっと気軽に使えたり、市内にスキー場があると、小学校に入ってから

も安心です。秩父別の“ちっくる”のような施設があれば、有料でも利用したいです。施設が古

くなっているので、新しくしてほしい。(６歳・母親) 

幼児教育、保育の無償化するなら小学生の放課後児童クラブも無償化してほしい(６歳・母親) 

公園に遊具を付けてほしい。（大型遊具・砂場等）小学校の校庭にも、遊具（雲梯など）を付け

てほしい。（子どもの体力向上のため）保育園でも学力向上を考えて年長になったら勉強を始め

てほしい。簡単な読み書き等。(６歳・母親) 

子供が幼稚園で母親が仕事をしたいと思っても、働きづらいのが現状だと思います。幼稚園の休

園日の預かり先がない。幼稚園以外に預けようとした時利用料が高すぎる（ファミリーサポート）。

一時的（１日～）に保育園で預かってもらえない（他の市旭川などでは利用できると聞きました）。

ファミリーサポートは市で経営されているんでしょうか？だとしたら利用料の高さは問題です。

本当に利用してもらおうと思っているんでしょうか？保育料無料化も今年度で卒園するので腹が

立ってしかたありません。子供手当ても園の利用料も２人目３人目から高くなる。得をする理由

がわかりません。うちは１人なので損ばかりです。何人兄弟であろうと子供１人に対して平等に

していくべきです。(６歳・母親) 

食育を考えているのであれば、保育園の給食やおやつはすべて手作りにしてほしい。おやつでス

ナック菓子が出されていることは衝撃でした。室内で遊べる場所を増やしてほしい。特に日曜日

は行ける場所がほとんどない。子育てガイドマップがあるといい。（あったような気がするので、

あったらすみません）どこに公園があって、どんな遊具があるのかなどわかると参考になります。

（神居岩にアスレチックのような遊具があること知らず、行ってみて初めてわかったり、浜中運

動公園は小さい子供が遊べるものはなかったので…）(６歳・母親) 
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ちっくるのような温泉も遊び場、キャンプなどもできる場所がほしい。また買い物先でも預けら

れる託児所があれば良い。わざわざ預けるのは手間なので知ってはいるがなかなか足を運べない。

だが親なども高齢になってきているのでそういう預けられる場所があると助かるし、遊べる場所

や病院も少なく時間制限があり大変な事がある。病児保育を始めてくれる事は大変ありがたい。

(６歳・母親) 

あちこちにある公園の遊具を増やすｏｒ統一してほしい。何も置いていない所もある…。(６歳・

母親) 

通園センターなどの施設への無料シャトルバスなどを運行してもらいたい。(６歳・父親) 
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 ３ 小学生保護者 

（１）封筒の宛名のお子さんとご家族の状況について 

 

 ・調査対象のお子さんの年齢は「6 歳」3.2％、「7 歳」23.1％、「8 歳」21.4％、「9 歳」17.8％、

「10 歳」11.7％、「11 歳」14.9％、「12歳」6.4％となっています。 

 ・学年は、「1年生」19.9％、「2年生」24.6％、「3年生」16.4％、「4年生」12.8％、「5年生」13.9％、

「6年生」9.6％となっています。 

 

 

  

6歳

7歳

8歳

9歳

10歳

11歳

12歳

無回答 n= 281

＜年齢＞

3.2 

23.1 

21.4 

17.8 

11.7 

14.9 

6.4 

1.4 

0 10 20 30(%)

1年生

2年生

3年生

4年生

5年生

6年生

無回答 n= 281

＜学年＞

19.9 

24.6 

16.4 

12.8 

13.9 

9.6 

2.8 

0 10 20 30(%)

問 1 宛名のお子さんの生年月と学年をご記入ください。 
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 ・調査票の回答者は「母親」が 90.7％、「父親」が 8.5％、「その他」が 0.4％となっています。 

  

［その他の記述］ 

・祖母 

 

 

 ・調査票の回答者の配偶関係は、「配偶者がいる」人は 85.8％、「配偶者はいない」人は 13.9％

となっています。 

 

 

 

 ・調査対象者のお子さんの子育てを主に行っている人は、「父母ともに」が 60.9％で最も多く、

次いで「主に母親」が 37.7％となっています。 

 

  

母親

父親

その他

　無回答 n= 281

90.7 

8.5 

0.4 

0.4 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

配偶者がいる

配偶者はいない

　無回答 n= 281

85.8 

13.9 

0.4 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%)

父母ともに

主に母親

主に父親

主に祖父母

その他 n= 281

60.9 

37.7 

1.1 

0.4 

0.0 

0 10 20 30 40 50 60 70(%)

問 2 この調査票にご回答いただく方はどなたですか。 

問 3 この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。 

問４ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。 
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 ・日頃、調査対象者のお子さんをみてもらえる状況としては、「緊急時もしくは用事の際には祖

父母等の親族にみてもらえる」が 53.7％で最も多く、次いで「日常的に祖父母等の親族にみて

もらえる」が 31.0％となっています。一方、「いずれもいない」と回答した人は 14.2％となっ

ています。 

 

 

 

 ・親族にお子さんをみてもらっている状況としては、「祖父母等が孫を預かることについては、

特に問題はない」が 65.0％で過半数を占める一方で、「自分たち親の立場として、負担をかけ

ていることが心苦しい」が 20.9％、「祖父母等の身体的負担が大きく心配である」が 19.5％、

「祖父母等の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である」が 17.3％、といった意見も各々

２割前後となっています。 

 
［その他の記述］ 

・自分の親ではないので気遣う。 

・父母両実家が遠いため、本当に緊急時の場合のみのため、あまりたよれない 

・長時間は大変だと思う 

・距離があるので本当の緊急時（入院等）しか預けることができない 

・実家が苫前なのでよほどでないと預けられない 

・祖母も仕事しているので、時間が合えばみてくれる。 

  

日常的に祖父母等の親族に預かってもらえる

緊急時もしくは用事の際には、祖父母等の親族に預かってもらえる

日常的に子どもを預けられる友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には、子どもを預けられる友人・知人がいる

いずれもない n= 281

31.0 

53.7 

5.3 

17.4 

14.2 

0 10 20 30 40 50 60(%)

祖父母等が孫を預かることについては、特に問題はない

祖父母等の身体的負担が大きく心配である

祖父母等の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である

自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

その他

　無回答 n= 220

65.0 

19.5 

17.3 

20.9 

2.7 

0.5 

0 10 20 30 40 50 60 70(%)

問５ 日頃、お子さんを預かってもらえる人はいますか。【複数回答】 

問６-１ 問 5 で「１または２（日常的に、緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族に預

かってもらえる）」を選んだ方：祖父母等に預かってもらっている状況について、おう

かがいします。【複数回答】 
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 ・友人・知人にお子さんをみてもらっている状況としては、「友人・知人に預かってもらうこと

については、特に問題はない」が 48.3％で約半数を占める一方で、「自分たち親の立場として、

負担をかけていることが心苦しい」が 27.6％、「友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大

きく心配である」が 25.9％、といった意見も各々２割台半ばとなっています。 

 
［その他の記述］ 

・おたがい様で。  ・預けた事はありません 

・ほぼ預かってもらう事はないので問題ない 

  

友人・知人に預かってもらうことについては、特に問題はない

友人・知人の身体的負担が大きく心配である

友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である

自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

その他

　無回答 n= 58

48.3 

5.2 

25.9 

27.6 

6.9 

6.9 

0 10 20 30 40 50 60(%)

問６-２ 問 5 で「３または４（日常的に、緊急時もしくは用事の際には子どもを預けられる

友人・知人がいる）」を選んだ方：友人・知人に預かってもらっている状況について、

おうかがいします。【複数回答】 
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（２）お子さんの保護者（母親・父親）の就労状況について 

 

 ・母親でフルタイム就労中の人は 37.0％（産休・育休・介護休業中 1.1％）、パートタイム就労

中の人は 39.1％（産休・育休・介護休業中 1.4％）、就労していない人は 20.3％となっていま

す。 

・父親でフルタイム就労中の人は 85.0％（産休・育休・介護休業中 0.7％）、パートタイム就労

中の人は 0.0％、就労していない人は 0.4％となっています。 

 

 

 

  

産休・育休・介護休業中ではない

産休・育休・介護休業中である

産休・育休・介護休業中ではない

産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

　無回答

フ
ル

タ
イ
ム

就

労
中

パ
ー

ト
・
ア

ル
バ
イ

ト

就

労
中

そ

の
他

35.9 

1.1 

37.7 

1.4 

17.1 

3.2 

3.6 

84.3 

0.7 

0.0 

0.0 

0.4 

0.0 

14.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 (%)

母親n=(281) 父親n=(281)

問７・８（１） 宛名のお子さんの保護者の現在の就労状況をうかがいます。 
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 ・母親の就労日数（１週間）は「5日」が 74.8％で最も多く、就労時間（１日）は「5～8時間以

内」が 65.9％で最も多くなっています。 

 ・父親の就労日数（１週間）は「5日」が 55.2％で最も多く、就労時間（１日）は「5～8時間以

内」が 45.6％で最も多く、次いで「9～10 時間以内」が 32.6％となっています。 

 

 

 

  

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

＜就労日数（１週間あたり）＞

0.9 

1.4 

3.7 

6.5 

74.8 

10.7 

0.5 

1.4 

0.0 

0.0 

0.4 

0.0 

55.2 

39.3 

3.8

1.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80(%)

母親n=(214) 父親n=(239)

4時間以内

5～8時間以内

9～10時間以内

11時間以上

無回答

＜就労時間（１日あたり）＞

18.7 

65.9 

11.7 

3.3 

0.5 

0.0 

45.6 

32.6 

20.9 

0.8 

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

母親n=(214) 父親n=(239)

問７・８（２） （１）で「１～４（現在就労中）」を選んだ方：１週当たりの「就労日数」、

１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。 
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 ・母親が仕事のために家を出る時間は「7～8時」が 73.4％で最も多く、帰宅時間は「18～19 時」

が 36.0％で最も多くなっています。 

・父親が仕事のために家を出る時間は「7～8時」が 79.9％で最も多く、帰宅時間は「18～19 時」

が 63.2％で最も多くなっています。 

 

 

 

  

6時以前

7～8時

9～12時

13時以降

無回答

＜家を出る時間＞

0.0 

73.4 

22.4 

1.4 

2.8 

10.9 

79.9 

4.2 

1.3 

3.8 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 (%)

母親n=(214) 父親n=(239)

12～13時

14～15時

16～17時

18～19時

20～23時

翌日

無回答

＜帰宅時間＞

11.2 

17.8 

24.3 

36.0 

3.7 

4.2 

2.8 

0.0 

0.0 

10.9 

63.2 

17.6 

5.0 

3.3

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

母親n=(214) 父親n=(239)

問７・８（３） （１）で「１～４（現在就労中）」を選んだ方：家を出る時間と帰宅時間の平

均をお答えください。 
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・パート、アルバイトで就労している母親のフルタイムへの転換希望としては、「パート・アル

バイト等の就労を続けることを希望」が 67.3％で過半数を占めています。一方、23.6％がフル

タイムへの転換希望を持っていますが、21.6％が「フルタイムへの転換希望はあるが、実現で

きる見込みはない」と回答しています。 

 ・父親については、サンプル数が少ないためコメントを省略します。 

 

 

  

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

　無回答

＜フルタイムへの転換希望＞

1.8 

21.8 

67.3 

2.7 

6.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 (%)

母親n=(110) 父親n=(-)

問７・８（４） （１）で「３、４（現在パート・アルバイト就労中）」を選んだ方：フルタイ

ムへの転換希望はありますか。 
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 ・現在就労していない母親の就労希望としては、「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」

が 36.8％、「１年より先、一番下の子どもが  □□歳になったころに就労したい」が 35.1％と

なっています。 

 

 

  

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

１年より先、一番下の子どもが  □□歳になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

　無回答

＜就労希望＞

17.5 

35.1 

36.8 

10.5 

0.0 

0.0 

100.0 

0.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

母親n=(57) 父親n=(1)

1～2歳

3～4歳

5～6歳

7～8歳

9～10歳

11歳以上

無回答

＜一番下の子どもが  □□歳になったころに就労したい＞

5.0 

25.0 

15.0 

30.0 

10.0 

10.0 

5.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0 10 20 30 40 (%)

母親n=(20) 父親n=(-)

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）

パートタイム、アルバイト等

　無回答

＜希望する就労形態＞

9.5 

85.7 

4.8 

100.0 

0.0 

0.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

母親n=(21) 父親n=(1)

問７・８（５） （１）で「５、６（現在就労していない）」を選んだ方：就労したいという希

望はありますか。 
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1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

＜希望就労日数＞

0.0 

0.0 

27.8 

33.3 

38.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0 10 20 30 40 50 (%)

母親n=(18) 父親n=(-)

4時間以内

5～8時間以内

9～10時間以内

11時間以上

無回答

＜フルタイムへの転換希望＞

44.4 

50.0 

0.0 

0.0 

5.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0 10 20 30 40 50 60 (%)

母親n=(18) 父親n=(-)
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 ・調査対象者のお子さんが生まれた際の育児休業の取得の有無について、母親で「取得した（取

得中である）」の人は 23.8％、「取得していない」人は 16.0％となっています。取得しなかっ

た理由は、「子育てや家事に専念するため退職した」が 51.1％で最も多く、次いで「職場に育

児休業を取りにくい雰囲気があった」が 13.3％となっています。 

 ・一方父親で「取得した（取得中である）」の人は 2.1％、「取得していない」人は 90.4％となっ

ています。取得しなかった理由は、「仕事が忙しかった」が 34.6％で最も多く、次いで「制度

を利用する必要がなかった」が 31.9％となっています。 

 

 

  

働いていなかった

取得した（取得中である）

取得していない

　無回答

＜育児休業取得の有無＞

57.7 

23.8 

16.0 

2.5 

1.1 

2.1 

90.4 

6.4 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

母親n=(281) 父親n=(281)

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所（園）、幼稚園などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

制度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇を取得できることを知らず、退職した

その他

　無回答

＜育児休業を取得しなかった理由＞

13.3 

4.4 

8.9 

6.7 

0.0 

11.1 

0.0 

0.0 

11.1 

51.1 

4.4 

0.0 

2.2 

4.4 

8.9 

8.9 

20.5 

34.6 

0.0 

0.8 

3.1 

15.4 

1.6 

14.6 

31.9 

0.4 

8.7 

1.2 

2.8 

0.4 

7.5 

13.4 

0 10 20 30 40 50 60 (%)

母親n=(45)

父親n=(254)

問９ 宛名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しました

か。また、取得していない方はその理由をご記入ください。 
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［その他の記述］ 

・すぐ離婚した 

・そのようなことを考えたことがない。 

・育休制度のない時代だった 

・育児休業がとりにくい雰囲気があった為退職 

・休む必要がなかったので 

・考えたことがない 

・妻がうつ病になったため。 

・自営業のため 

・自営業の為（個人）いつでも時間はとれる 忙しい時でなければ 

・自分が仕事をすることで安心して子育てできる環境を整えることが必要と考えた。 

・取得することについて考えもしなかった（職場の人員等により） 

・職場の人から退職するよう言われ、退職するしかなかった。 

・数日（１～２日）有給使った。 

・当時は無職だったので必要がなかった 

・必要な時間に都合がついたから 

・病気療養中のため 

・夫転勤があり、職に就いてなかった為。 

・母が休みをとったため父が休む必要はないと判断 

・母再婚で父初婚の為 

・母親が働いていなかったので取る必要がなかった。 

・民間企業にそんなものはありません。 

・有給休暇で数日休んだ。 
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（３）宛名のお子さんの放課後児童クラブ（留守家庭児童会）の利用状況について 

 

 ・調査対象者のお子さんの放課後児童クラブの利用については、「利用している」人は 30.6％、

「今後利用したい」人は 5.0％、「利用を考えていない」人は 64.4％となっています。 

 

 

 

 ・放課後児童クラブの利用日数（１週間あたり）では、「5 日」が 57.0％で最も多く、土曜日の

利用がある人は 16.3％となっています。 

 ・利用時間は、平日（下校時から）では「17 時台」が 47.7％で最も多く、次いで「18 時以降」

が 26.7％となっています。学校休校日、夏休み、冬休みなどでは、開始時間は「8 時 30 分よ

り以前」が 58.1％、終了時間は「17 時～17 時 30 分より以前」が 26.7％で各々最も多くなっ

ています。 

  

利用している

今後利用したい

利用を考えていない n= 281

n= 281

30.6 

5.0 
64.4 

0 10 20 30 40 50 60 70(%)

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答 n= 86

＜利用日数（１週間あたり）＞

5.8 

4.7 

10.5 

8.1 
57.0 

7.0 

0.0 

7.0 

0 10 20 30 40 50 60(%)

ある

ない

　無回答 n= 80

＜土曜日の利用の有無＞

16.3 

80.0 

3.8 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90(%)

問 10 宛名のお子さんは現在、放課後児童クラブ（留守家庭児童会）を利用されていますか。 

問 11-１ 問 10 で「１．利用している」を選んだ方：放課後児童クラブ（留守家庭児童会）

の現在の利用状況についておうかがいします。 
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16時より以前

16時台

17時台

18時以降

無回答 n= 86

＜利用時間：下校時から□時まで＞

5.8 

12.8 

47.7 

26.7 

7.0 

0 10 20 30 40 50 60(%)

8時30分より以前

8時30分～9時より以前

9時以降

無回答 n= 86

＜開始時間：学校休日、夏休み、冬休みなど＞

58.1 

12.8 

15.1 

14.0 

0 10 20 30 40 50 60 70(%)

16時より以前

16時台

17時～17時30分より以前

17時30分～18時より以前

18時以降

　無回答 n= 86

＜終了時間：学校休日、夏休み、冬休みなど＞

10.5 

10.5 

26.7 

16.3 

22.1 

14.0 

0 10 20 30(%)



第２章 調査結果［小学生保護者］ 

- 84 - 

 

 ・放課後児童クラブの「延長を希望する」人は 30.2％となっています。延長を希望する理由とし

ては、「就労時間」が 88.5％と大多数を占めています。 

 ・＜延長希望の理由＞＜利用時間＞については、サンプル数が少ないためコメントを省略します。 

 

［その他の記述］・８時までに会社に行きたい。 

 

  

延長を希望する

延長を希望しない

　無回答 n= 86

＜延長希望の有無＞

30.2 

67.4 

2.3 

0 10 20 30 40 50 60 70 80(%)

就労時間

保護者の入・通院

家族等の介護

その他

　無回答 n= 26

＜延長希望の理由＞

88.5 

3.8 

0.0 

3.8 

11.5 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

16時より以前

16時台

17時台

18時以降

無回答 n= 26

＜利用時間：下校時から□時まで＞

0.0 

0.0 

7.7 

80.8 

11.5 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90(%)

8時30分より以前

8時30分～9時より以前

9時以降

無回答 n= 26

＜開始時間：学校休日、夏休み、冬休みなど＞

69.2 

3.8 

3.8 

23.1 

0 10 20 30 40 50 60 70 80(%)

16時より以前

16時台

17時～17時30分より以前

17時30分～18時より以前

18時以降

　無回答 n= 26

＜終了時間：学校休日、夏休み、冬休みなど＞

0.0 

0.0 

3.8 

7.7 

61.5 

26.9 

0 10 20 30 40 50 60 70(%)

問 11-２ 問 10 で「１．利用している」を選んだ方：放課後児童クラブ（留守家庭児童会）の

利用時間の延長を希望しますか。また希望する場合は、その理由を選んでください。 
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 ・放課後児童クラブの満足度について、【指導員の配置状況（人員体制）】【子どもへの接し方】

の満足度（大変満足+ほぼ満足）は各々80％台、【保護者への情報伝達】【病気や怪我の時の対

応】【衛生対策】は各々70％台、【安全対策】【要望・意見への対応】【施設・環境】は各々60％

台、【悩み事などへの相談対応】は 50％台となっています。一方、不満度（やや不満）は、【施

設・環境】が唯一 10％以上となっています。 

 

 

  

n=

施設・環境 (86) 64.0 11.6

指導員の配置状況（人員体制） (86) 82.6 3.5

子どもへの接し方 (86) 81.4 5.8

病気や怪我の時の対応 (86) 73.2 2.3

保護者への情報伝達 (86) 76.7 5.8

悩み事などへの相談対応 (86) 58.1 1.2

要望・意見への対応 (86) 66.3 0.0

安全対策 (86) 68.6 1.2

衛生対策 (86) 71.0 2.3

満
足

（
計

）

不
満

（
計

）

23.3 

25.6 

26.7 

20.9 

20.9 

17.4 

19.8 

17.4 

16.3 

40.7 

57.0 

54.7 

52.3 

55.8 

40.7 

46.5 

51.2 

54.7 

22.1 

11.6 

10.5 

20.9 

15.1 

38.4 

31.4 

27.9 

24.4 

11.6 

3.5 

5.8 

2.3 
5.8 

1.2 

0.0 

1.2 

2.3 

2.3 

2.3 

2.3 

3.5 

2.3 

2.3 

2.3 

2.3 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大変満足 ほぼ満足

どちらとも言えない やや不満

無回答

問 11-３ 問 10 で「１．利用している」を選んだ方：現在通っている放課後児童クラブ（留

守家庭児童会）について、どのように感じていますか。 
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 ・サンプル数が少ないため、コメントは省略します。 

 

 

  

16時より以前

16時台

17時台

18時以降

　無回答 n= 14

＜平日の利用時間：下校時から□時まで＞

7.1 

7.1 

42.9 

21.4 

21.4 

0 10 20 30 40 50(%)

8時30分より以前

8時30分～9時より以前

9時以降

無回答 n= 14

＜開始時間：学校休日、夏休み、冬休みなど＞

42.9 

35.7 

14.3 

7.1 

0 10 20 30 40 50(%)

16時より以前

16時台

17時～17時30分より以前

17時30分～18時より以前

18時以降

　無回答 n= 14

＜終了時間：学校休日、夏休み、冬休みなど＞

28.6 

7.1 

14.3 

14.3 

28.6 

7.1 

0 10 20 30 40(%)

問 12 問 10 で「2.今後利用したい」を選んだ方：今後、放課後児童クラブ（留守家庭児童会）

の利用をする場合、希望する利用時間を教えてください。 
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 ・放課後児童クラブの利用を考えていない理由については、「特に必要がないから」が 72.9％と

大多数を占め、次いで「子どもを預かってくれる人がいるから」19.3％、「利用したくないか

ら」12.7％となっています。 

 ・利用したくない人は、「子ども」が９割となっています。 

 ・預かってくれる人は、「祖父母」が 91.4％と大多数となっています。 

 

 

［その他の記述］ 

・１～３年生までは利用していたが、時間内に迎えに行くことが難しいため。４年生になり、

一人で留守番ができるようになったので、利用しなくなりました。 

・４年生まで利用していて、もう１人で留守番できるから。本人が行かないと言ったので。 

・６年生になって行かなくなってやめた。 

・デイサービスを利用の為 

・よくわからないから 

・安全面で心配がある。 

・以前は利用していた 

・一人では行けないから 

・学年が低いころは必要だったので利用していたが、４年生になって留守番もできるので退会

したから。 

・高学年となったから（２件） 

・今は働いていないため 

・習い事、ちゃんとしたおやつを食べさせたい。 

・習い事があるから 

・小６なので一人で留守番できるのと小６では定員オーバーで入所できないと言われていたの

で申し込みしなかった。 

・小学３年生まで留守家庭利用 

・少年団の野球に加入しているから 

・他のデイサービスをうけている 

・低学年の時行ったが人が多すぎて嫌と言っていた。 

特に必要がないから

利用したくないから

子どもの行動面や集団生活等に不安があるから

子どもの発達に不安があるから

定員を超過しており、入所を断られたから

地域的に利用しづらいから

子どもを預かってくれる人がいるから

その他 n= 181

＜利用していない理由＞

72.9 12.7 

2.2 

1.1 

0.6 

1.7 

19.3 

13.3 

0 10 20 30 40 50 60 70 80(%)

問 13 問 10 で「3.利用を考えていない」を選んだ方：利用していない理由を教えてください。 
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・放課後デイサービスを利用しているため 

・預ける環境として充実しているとは思えないから。 

・利用していたが本人がやめたいと言った 

 

 

 

 

  

保護者

子ども

n= 23

＜利用したくない人＞

21.7 91.3 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%)

祖父母

兄弟

友人

地域

その他

　無回答 n= 35

＜預かってくれる人＞

91.4 
8.6 

5.7 

0.0 

2.9 

5.7 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%)
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（４）宛名のお子さんの一時預かりのことについて 

 

 ・調査対象者のお子さんの病気や怪我で学校を休まなければならなかったことの有無については、

「あった」と回答した人は 59.8％となっています。 

 ・休んだ日数（１年間）は、「1～2 日」は 27.4％で最も多く、次いで「5～6 日」23.8％、「3～4

日」22.6％となっています。そのうち施設に預けたいと思った日数は、「0 日」が 48.8％で最

も多く、次いで「3日」6.5％、「5日」4.2％、「2日」3.0％となっています。 

 ・対処方法については、「保護者が仕事を休んだ」が 69.6％で最も多く、次いで「祖父母に預け

た」が 36.9％となっています。 

 

あった

なかった

　無回答 n= 281

＜子どもの病気や怪我で休んだことの有無＞

59.8 

39.1 

1.1 

0 10 20 30 40 50 60 70(%)

1～2日

3～4日

5～6日

7～8日

9～10日

11～20日

21日以上

無回答 n= 168

＜休んだ日（1年間）＞

27.4 
22.6 

23.8 

8.3 

9.5 

4.8 

0.0 

3.6 

0 10 20 30(%)

0日

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

8日

9日

10日

11日以上

無回答 n= 168

＜施設に預けたいと思った日数（1年間）＞

48.8 

1.8 

3.0 

6.5 

1.2 

4.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.4 

0.0 

32.1 

0 10 20 30 40 50 60(%)

問 14 この１年間に、子どもが病気や怪我で学校を休まなければならなかったことはありま

したか。 
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［その他の記述］ 

・育休中のため対応できた 

・専業主婦 

・母親（専業主婦） 

・仕事でいません 

・仕事をしていないので母親がみた。 

・母がみた（２件） 

・母親が働いてないので一緒にいた 

・母親が就労していなかったので看病できた。 

・母が無職なので看護しました 

・母が在宅 

・母親が面倒を見ていれたため 

・母が家に居た 

・働いていないので 私が 

・自営業のためすぐに帰る事が出来る。 

・休みだった 

・親が在宅してる 

・自宅にいたので必要なかった。 

・就労前だった。 

・必要ない 

・入院 

・保護者が下の子の育休で家にいた。 

・イジメ等、仲間外れ、担任とのやりとりの不都合。 

・有給で休めた。 

 

  

祖父母等に預けた

友人・知人に預けた

子どもだけで留守番をさせた

保護者が仕事を休んだ

その他

　無回答 n= 168

＜対処方法＞

36.9 

0.6 

13.1 

69.6 

14.9 

2.4 

0 10 20 30 40 50 60 70 80(%)
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 ・調査対象者のお子さんを保護者の用事により、一時的に子どもを家族以外に預けたことの有無

については、「あった」と回答した人は 20.3％となっています。 

 ・そのために休んだ日数（１年間）は、「1～2 日」は 36.8％で最も多く、次いで「3～4 日」「5

～6日」が各々17.5％となっています。そのうち施設に預けたいと思った日数は、「0日」が40.4％

で最も多く、次いで「1日」が 5.3％となっています。 

 ・対処方法については、「子どもだけで留守番をさせた」が 52.6％で最も多く、次いで「友人・

知人に預けた」が 35.1％となっています。 

 

 

あった

なかった

　無回答 n= 281

＜一時的に子どもを家族以外に預けたことの有無＞

20.3 

77.9 

1.8 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90(%)

1～2日

3～4日

5～6日

7～8日

9～10日

11～20日

21日以上

無回答 n= 57

＜預けた日（１年間）＞

36.8 17.5 

17.5 

1.8 

10.5 

1.8 

3.5 

10.5 

0 10 20 30 40(%)

0日

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

8日

9日

10日

11日以上 n= 57

無回答

＜施設に預けたいと思った日数＞

40.4 

5.3 

0.0 

3.5 

1.8 

3.5 

1.8 

1.8 

0.0 

0.0 

5.3 

0.0 

36.8 

0 10 20 30 40 50(%)

問 15 この 1 年間に、保護者の用事により、一時的に子どもを家族以外に預けたことはあり

ましたか。 
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［その他の記述］ 

・おたすけママクラブ 

・ファミリーサポート 

・学童保育 

・実家の親に預けた（２０日） 

・親戚 

・祖父母に預けた（３件） 

・祖父母宅 

・祖母（２件） 

・祖母の家 

・父・母で交互に仕事の都合をつけた 

  

友人・知人に預けた

仕方なく子どもを同行させた

子どもだけで留守番をさせた

その他

　無回答 n= 57

＜対処方法＞

35.1 

19.3 

52.6 

24.6 

3.5 

0 10 20 30 40 50 60(%)
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 ・ファミリー・サポート・センターの利用の有無については、「利用有り」は 2.8％、「利用無し」

は 93.2％となっています。 

 ・利用者の状況については、サンプル数が少ないため、コメントを省略します。 

 ・ファミリー・サポート・センターを利用しない理由については、「他に預け先がある」が 41.6％

で最も多くなっています。 

 

 

 

［その他の記述］ 

・知らなかった（１１件） 

・この事業の存在を知らない 

・システムがよくわからない 

・情報が少ない 利用しにくい 

・制度がわからない 

・どのような人がみてくれるか不明 

・どんな所なのか知らない 

・ファミリー・サポート・センターを知らない 

・ファミリーサポート制度がわからない 

・よくわからない 

利用有り

利用無し

　無回答 n= 281

＜ファミリー・サポート・センター事業の利用の有無＞

2.8 93.2 

3.9 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%)

＜利用者の状況＞ (n=8)

回（１ヶ月あたり） 回（1年あたり）

1 無回答 1 2 兄弟の行事
2 無回答 2 2 兄弟の行事
3 20 無回答 3 仕事
4 無回答 5 2 仕事、その他
5 20 無回答 3 仕事
6 無回答 1 6 その他
7 無回答 1 3 仕事
8 無回答 無回答 無回答 無回答

利用頻度 利用時間
（時間/１回あたり）

利用目的

料金の負担

他に預け先がある

今後利用したい

手続き方法がわからない

第三者に預けたくない

その他

　無回答 n= 262

＜ファミリーサポートセンターの非利用の理由＞

12.2 

41.6 

0.4 

13.7 

8.4 

23.3 

11.5 

0 10 20 30 40 50(%)

問 16 ファミリー・サポート・センター事業をご利用されていますか。 
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・よく知らない。 

・必要がない（１２件） 

・今はとくに必要ない 

・１人でいれる 

・すぐに預けられない。 

・デイサービス利用 

・何かあればその都度仕事を休みます 

・兄と留守番ができるため 

・留守番できるから（２件） 

・考えたことないです 

・高学年なので。（２件） 

・本人が行きたがらない 

・本人が望んでいない為 

・子供が嫌がる 

・子供と離れると不安になる 

・私の母親と同居なので 

・小学生は預かってもらえないと思ってた。 

・上の兄弟（中学生）がいるので預ける必要がなかったため 

・短時間であれば姉の留守番できる 

・病児病後児保育はしてもらえない。急に必要になった時に頼めない。 

・母が専業主婦 

・預ける理由がない（２件） 

・利用する機会がない 

・利用時間が合わない 
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（５）宛名のお子さんの放課後等の過ごし方について 

 

 ・調査対象者のお子さんを過ごさせている場所については、「自宅」が 70.8％で最も多く、次い

で「習い事」53.7％、「祖父母宅や友人・知人宅」25.3％、「放課後児童クラブ」22.8％となっ

ています。 

 ・過ごしている日数（１週間）は、自宅では「5～6 日」が 40.7％、「習い事」は「1～2 日」が

65.6％、祖父母宅や友人・知人宅は「1～2 日」が 81.7％、放課後児童クラブは「5～6 日」が

60.9％で最も多くなっています。 

 ・放課後児童クラブの利用時間（下校時から）は、「17 時」が 45.3％で最も多く、次いで「18

時以降」が 39.1％となっています。 

 

 

 

 

  

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

放課後児童クラブ

ファミリー・サポート・センター

その他

　無回答 n= 281

＜利用の目的＞

70.8 

25.3 

53.7 

12.1 

22.8 

3.9 

12.5 

0.4 

0 10 20 30 40 50 60 70 80(%)

＜過ごしている日数（１週間）＞ (%)

n= 1～2日 3～4日 5～6日 7日 無回答

自宅 199 19.1 30.7 40.7 8.0 1.5

祖父母宅や友人・知人宅 71 81.7 7.0 9.9 - 1.4

習い事 151 65.6 25.2 8.6 - 0.7

児童館 34 67.6 14.7 11.8 - 5.9

放課後児童クラブ 64 14.1 23.4 60.9 - 1.6

ファミリー・サポート・センター 11 - 9.1 90.9 - -

その他 35 57.1 17.1 25.7 - -

15時以前

16時

17時

18時以降

n= 64

＜放課後児童クラブ利用時間：下校時から□時まで＞

3.1 

12.5 
45.3 

39.1 

0 10 20 30 40 50(%)

問 17 宛名のお子さんについて、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で

過ごさせていますか。【複数回答】 
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（６）宛名のお子さんの食生活に関して 

 

 ・朝食を「毎日食べる」人は 96.8％、「週に３日くらい食べる」人は 3.2％となっています。 

 

 

 

 ・夕食を一緒に過ごす人は、「親」が 88.6％で最も多く、次いで「兄弟姉妹」68.7％、「その他の

家族」13.9％となっています。一方、「１人で食べる」人は 6.4％となっています。 

 

 

 

 ・子ども食堂を「知っている」人は 70.1％、「知らない」人は 33.6％となっています。 

 

  

毎日食べる

週に3日くらい食べる

いつも食べない n= 281

96.8 
3.2 

0.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

親

兄弟姉妹

その他の家族

家族以外の人

1 人で食べる

子ども食堂で食べる

食べない n= 281

88.6 

68.7 

13.9 

0.7 

6.4 

0.4 

0.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

知っている

知らない n= 281

70.1 

29.9 

0 10 20 30 40 50 60 70 80(%)

問 18 毎日、朝ごはんを食べますか。 

問 19 誰と晩ごはんを食べますか。【複数回答】 

問 20 子ども食堂を知っていますか。 
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 ・子ども食堂を知っている人の中で、子ども食堂を「利用したことがある」人は 12.7％となって

います。 

 

 

 

 ・子ども食堂を知らない人の中で、子ども食堂を「利用したい」人は 32.1％となっています。 

 

 

 

（調査対象者の学年・回答者の続柄） 

ぷるもがもう少し長期間で営業していたら嬉しい。秩父別のちっくるみたいな遊具広場があって

ほしい。幼稚園でも毎日が無理なら週３とかで給食を出してほしいです。小さい頃から色々な食

材を食べさせれば好き嫌いが減ると思います。小学校入学で週５の給食をスタートさせて、先生

方に残すな！と言われても困る。(１年生・母親) 

プール教室：通年で行ってほしい。深川市まで通うことが大変。東雲町に子どもが増えたのに、

公園が足りない。児童館や小学校→手洗いの時の紙ペーパー設置し手指消毒をちゃんと設置して

ほしい。給食に箸やスプーンを付けて欲しい。札幌などは付いている。給食時使用のナプキン（マッ

ト）購入も洗濯も費用増と手間。お盆（トレー）が欲しい。児童館プレイルーム？マット交換し

て（定期的に）ほしい。（靴ぬいで座る部屋）(１年生・母親) 

留萌市は子供と一緒に参加できるイベントが沢山あるのでありがたいと思っています。今後も楽

しいイベント期待しています。(１年生・母親) 

児童館等ももっと利用しやすい場所だったらと思います。学校内にあったりすると良いかと思い

ます。毎日の利用ではなく用事がありという時も心よく受け入れてくれる場所にしてほしい。(１

年生・母親) 

病院が増えて欲しいと思います。（街の中心部にあると助かります…）子供たちが交流できるイ

ベントがますます増えてくれるといいなぁと思います。（学校や幼稚園の行事などで参加できな

いこともあったので）(１年生・母親) 

利用したことがある

利用したことはない

n= 197

12.7 

87.3 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%)

利用したい

利用したいと思わない

　無回答 n= 84

32.1 

66.7 

1.2 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

問 21 問 20 で「１.知っている」を選んだ方：子ども食堂を利用したことはありますか。 

問 22 問 20 で「２．知らない」を選んだ方：子ども食堂を利用してみたいとおもいますか。 

問 23 最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関して、ご意見がございま

したら、ご自由にご記入ください。【自由記述】 
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子どもの医療費がなくなったのは本当にありがたかったです。子どもを育てる上で負担が少しで

も軽くなったら、と常に思います。無料の屋内遊び場等、雨の日や雪の日になるとどこにも行く

ところのない留萌でも子どもが楽しく過ごせる場所ができたらと思います。(１年生・母親) 

雪の降る時期になると、学校の通学路に雪の山をつくる除雪の仕方は本当に毎年うんざりします。

子供を安心して登下校させられません。(１年生・母親) 

冬に、子供が遊べる施設がない。例えば、ぷるもの一部を開放して、体育館のように遊べたり、

できないでしょうか？脇道に入ると、街灯が少なく、暗い。危ないと思います。冬は、雪の排雪

もテキトーだから、車道を歩かなきゃならないので子供危ない。予算ないのは、わかるケド、車

２台分通れるぐらいは除雪してほしい。(１年生・母親) 

23 年前から現在まで、４人の子どもを産み育ててきました。この 20 年あまりで、子育ての環境

は大きく変わり、随分と女性が働きやすくなりました。そのことに感謝の気持ちでいっぱいです。

環境だけでなく、最も変わったのは、男性の意識です。“女性も働くことはあたりまえ”“男性も

家事育児はあたりまえ”そういう今のあたりまえは、20 年前にはありませんでした。堂々と働

ける、うしろ指をさされずに自分の生き方を選べる時代に子育てができることを嬉しく思います。

１つ、今後に不安を感じることは、「子育て支援の充実」により、女性に「もっともっと働きな

さい」という風潮にならないかということ。人手が足りないことも理由にはなると思いますが、

休みたくても休めない状況は避けたいと思います。子育ては、何より大事で優先されるべきこと

です。環境を整えつつも、子育て世代の方々を応援する、支える、大事にすることが重要です。

このようなアンケート調査をしてくださる市に感謝します。(１年生・母親) 

児童クラブ（放課後）では、大変よくしていただいていて子どもも喜んで利用させていただいて

います。冬季休業中ですが、勤務時間が８時すぎなので、8：00 からとなると間にあわず休みを

とって預けにいかなくてはいけず…。少し早めていただけると大変助かります。（保育所と同じ

時間帯での利用はムリなのでしょうか？）長い時間預けることになり、子どもの負担も分かりま

すが、フル勤務で働く以上母も責任もって働いています。できるだけ、職場に負担をかけずにと

思いますが、育児と仕事の両立のため、このような調査ありがとうございます！(１年生・母親) 

休日、冬、室内で遊べる場所が欲しい。支援センターは、祖父母は行きにくい。子連れでも行き

やすい、レストランが欲しい。保育園全て０歳児から入れるようにしてほしい。公園の遊具立入

禁止のテープがある所、早く修理してほしい。土曜日も診察してくれる小児科が欲しい。(１年

生・母親) 

医療費の助成金制度が中学生までになったのがありがたかったです。公園、遊べる施設を増やし

て欲しい。冬期間の通学路の除雪をしっかりして欲しい。国道沿いの雪の壁がとても危ないです。

(１年生・母親) 

小児科の病院を誘致して欲しい。遊具のある全ての公園の、遊具の整備をお願いしたい。防犯カ

メラを設置して欲しい。通学路の早朝登校時に除雪と歩道確保をお願いしたい。通学路にガード

レールを設置して欲しい。東光小学校のグランドを、思いっきり日常的に遊べるよう整備して欲

しい。(１年生・母親) 

公園の遊具がない、または少ないと思う。子供が安全な場所で遊べる所が近所にないので、かわ

いそうだと思う。立派なプールがあるのに、短い期間の稼動はもったいないと思う。冬休み期間

でもやってほしい。利用時は寒いので、サウナ室も利用させてほしい。(１年生・母親) 

児童館の先生方にはお世話になっているのですが、先生方の研修等も充実していただけたらと思
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います。(１年生・母親) 

近くに公園があるが遊具が一切ない。公園に遊具を置いてほしい。水泳を習わせたいがプールが

学校のプール学習＋夏休みしか使えない状態なので深川まで行かなくてはならないのは大変不便

だと思う。水泳教室が出来る様に（通年で）してほしい。市立病院の小児科外来の受付終了時間

が早すぎる。学校が終ってからでは平日は絶対行くことが出来ない。映画館があってほしい。い

つも旭川まで行かなくてはならなく早く出て行ったりするので、見るのが大変。(１年生・母親) 

お願いがあります！神居岩のアスレチックの修理をしてほしいです。小学校でも遠足で行く場所

ですが、何年経ってもｋｅｅｐ ｏｕｔのテープが、貼られています。船場公園にお金をかける

より、アスレチックをどうか遊べる状態にしてほしいです。(１年生・母親) 

下の子が小さいために、小学生はＮＧなイベント、幼児がＮＧなイベントがあり、参加できない

事が多々あった。仕方ないが、父親が土日休みではないので日曜に参加しやすい、行きやすい、

全天候型施設や１年中プールの習い事などあると助かるのになぁーと思っております。(１年生・

母親) 

オランダの「コーチング」という教育環境で、オランダの子どもたちの幸福度は 99.9％ほどだ

というデータがあるとききました。不登校０です。先生の働く環境や、子どもたちの学校生活に

とってメリットしかないと思います。制度や環境整備には、それ相応の時間や労力がかかるとは

思いますが、全道・全国に先駆けて、ここ留萌で一早くとり入れてみるよう検討していただけな

いでしょうか？北海道教育大学の学生さんで、研究されている方々がいらっしゃるそうです。(１

年生・母親) 

他の児童館は学校のすぐ側にあるのに、寿児童館は他に比べると少し距離があるので、近くにあ

るともっと安心かなと思います。(１年生・母親) 

公園の充実化？ブランコなど遊具がない公園が多すぎる。(１年生・母親) 

医療費が無料になり、鼻炎など時間やお金のかかる慢性疾患の治療にかかりやすくなり、本当に

ありがたいです。(１年生・無回答) 

児童センターを利用させて頂いていますが、夏休み、冬休み間も保育園同様７時半から開けて頂

きたいです。仕事の都合上、８時開館を待っていると仕事に影響が出る。(２年生・母親) 

遊び場が欲しいです。公園も遊べる所は数える箇所しかなく、子供たちが集まりすぎていると思

います。冬でも雨でも遊べる施設（ちっくるのような）があってほしいです。(２年生・母親) 

毎年のことですが、留萌市内の除排雪が降雪量に見合っていないと思います。降雪量が多いこと

は土地柄しかたがないことですが、除雪の仕方、排雪の頻度等改善の余地があると思います。子

どもの登下校、幼稚園への送り迎えなどに支障がでました。通学路の雪山の除去、ぐにゃぐにゃ

除雪による交互一方通行など除雪の技術だけでなく、排雪が足りないことが原因ではないでしょ

うか。子育て環境として道路の確保は大切なことと思います。除排雪計画・大雪時の要請・除雪

技術指導等ご検討のほどよろしくお願いいたします。(２年生・母親) 

医療費の負担がなくなり大変助かっているが、予防医療という意味でインフルエンザの予防接種

の助成もしていただけるとありがたい。積極的に予防するより、病院にかかった方が金銭的負担

がないという状況はあまりよくない。(２年生・母親) 

留萌は風が強い、そのため登下校が心配な時がある。車で迎えに行ければいいが、仕事をしてい

ると難しい。家庭環境によっては、（身内が市内にいない等）子どもタクシーなど街の人の力も

お借りしたい。市立病院の小児科も午前のみはキツイ。旭川医師会などに呼びかけて小児科医開
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院してくれるよう働きかけてみたらいい。留萌市で子育てすると定住するとこんなにいい事があ

ると、公務員たちに宣伝してみたらいい。また宣伝できる市にして下さい。土地代安くするとか。

(２年生・母親) 

共働きが増えてきているのだから、児童クラブを利用する人も増えてきている。なので、児童館

を拡張したり、人員を増やしたりして、定員超過で強制退去させられる子がいなくなることを願

いたい。じゃないと安心して働けない。(２年生・母親) 

今春、留萌市へ転入しています。教育環境等は比較的整備されている印象は受けるのですが、ど

ういうもの（例えば施設・事業）があるのか非常にわかりづらいです。問い合わせしても「○○

に聞いて」→（○○に聞くと）「それは△△に聞いて」の繰り返しです。長く留萌市に住んでい

る人であればなじみのあること（当たり前？）なのかもしれませんが、転入者には正直な所、わ

かりません。担当部署が異なるから難しいのかもしれませんが、教育・保育・子育てで施設や事

業の一覧があるとわかりやすいのになぁ、と思っています（既にパンフレット等があるのかもし

れませんが、見たことがなかったので、今回記載しています）。(２年生・母親) 

就労時間に応じた柔軟な保育時間の延長を望みます。（親が安心して働ける環境）・子育てが孤独

にならないようなサポート。父親が仕事でほとんどいない時、母と子のみになる人が多いと思い

ます。(２年生・母親) 

室内で遊べる施設をもっと充実させてほしい。雨の日や、雪の日に遊べる所がない。プールを常

時、利用できるようにしてほしい。公園の遊具を充実させてほしい。公園に行っても遊具が少な

い。(２年生・母親) 

子どもを連れて冬に遊べるような施設がないため、秩父別の「ちっくる」や旭川の「カムイの杜

公園」のような場所があれば良いなと思います。(２年生・母親) 

何か公民館を使ったりなどの行事がある場合、休日にしてほしい。（子供達は休みでも、親は仕

事なので）こどもまつりがすごく良かった。お昼ご飯も好きな物を選べたり、物づくりコーナー

も喜んでいた。小さな兄弟を連れて行くのにも行きやすい。寿児童センターで昔やっていた、よ

くばり会お楽しみ会（？）はもうなくなってしまいましたか？沖見児童センターは道路が狭くて

行きづらい印象があるので…そういった行事が増えると、交流も増えて良いと思います。(２年

生・母親) 

子ども食堂を実施するのであれば利用しやすい小学校で実施していただきたい。(２年生・父親) 

家族の介護のため、子どもを短期でも、留守家庭児童会を利用できたらと、いいと思います。(３

年生・母親) 

児童会の利用について。18 時までというのはとてもつらいです。18 時過ぎまで仕事をしている

私にとっては、預けたくても預けれない…。お迎えに行くこともできないので時間延長希望した

いです。今、子どもが１人で留守番をしています。利用できる所があるのに…。(３年生・母親) 

夜間保育・英会話スクール・スクールバス(３年生・母親) 

お年寄りばかりのサービスは充実しているとは思うが、小・中学生が気軽に遊べる場所がとても

少ないです。実際に、子供達もつまらない！！とぼやいています。また、文房具やちょっとした

雑貨、洋服を買う店も少なく、保護者も不便で仕方ありません。これでは、我々子育て世代が地

方へ転出するのもやむ止し！！いくら、市内で買物し商店街に貢献したくてもできる状況ではあ

りません。もう少し小・中学生・高校生の子育て世代へのサービスを充実させてほしいです。こ

れでは、人口減も仕方ないと思います。留萌市もそろそろ、魅力ある市づくりを真剣に考え、情



第２章 調査結果［小学生保護者］ 

- 101 - 

報発信してはいかがでしょうか？かずのこではもう限界で魅力が不足してます。(３年生・母親) 

子育て環境については、除々に良くなってきていると感じるが他の自治体よりは遅れています。

子ども食堂に関しては、あの支援が本当に必要な子にも届いているのか？と思っています。子育

中ママさんの息抜きにはとても良いです。教育や子育てのしっかりした町は、未来があるので留

萌市にはもっといさみ足で物言を進めてほしいです。(３年生・母親) 

病後児保育、インフルエンザでの臨休時に預かってくれるところがあると良いです。子どもが雨

や雪の日でも体を動かせる施設があると良いです。(３年生・母親) 

学校の教員不足が考えられます。十分に見ていただけていないこともあると思います。(３年生・

母親) 

児童館利用は、自由来館の子と登録している子の扱いを区別すべきです。お金を払って子どもを

預けているのに、自由来館の子が自由すぎて、登録している子が遠慮しながら遊んでいました。

また、人数が多すぎて指導員の目が届かず、ケガをしても子ども同士のトラブルにも気付いても

らえないということがありましたので、利用をやめました。東光の児童館は、独立したトイレ、

水飲み場が必要と思います。子どもが自由にトイレ、水飲みに行けるようにならなければ、指導

員の負担が大きいし、放課後に子どもが校内を歩いていては、学校の先生たちも何かと不都合が

あると思います。子どもが遊べる施設をもっと増やすべきです。ぷるものスタジオ、旧留高、コ

ミュニティセンターなど工夫できないものか？よろしくお願いします。(３年生・母親) 

子供が特別支援を受けています。周りにも、子供のように、わかりづらいグレーゾーンの子が多

いです。そういう子供たちがもっと周りの人たちに理解され生きやすい教育現場や環境作りをし

ていただけたらいいと思います。(３年生・母親) 

子供達が自由に遊べる公園が少ない！！特に遊具がない所が多いので“ちっくる”みたいな施設

があると良いです。習い事をさせたくても情報が入ってこないので一覧表があると嬉しいです。

たとえば英語は○○と○○で教えてます！！習字は○○と○○で教えてます！！(３年生・母親) 

働きに出たいと思いますが、子どもの急な病気などに休まなくては…夏・冬休みの長い休みなど

…子どもを留守にさせてと考えるとなかなか働きに出られません。このアンケートで少しは、何

か変われば、働きに出る人も増えるかもしれませんね。(３年生・母親) 

中学生まで医療費がかからなくなり、大変嬉しく思っています。町内の公園も新しくなりました

が、家の中で遊ぶ事が多いように思います。るしんふれ愛パークは子ども同志で行くには少し遠

く、車でたまに行く位です。それでも、色々な遊具を借りて、あの広い公園でのびのびと遊べる

というのはとても気持ち良いです。今はまだ、自分の子は自分でみたいという思いが強いですが、

そのうちお金が必要になり、働かなくてはならなくなった時に、また改めて必要な環境や支援が

うかんでくるように思います。今の所は、満足して生活して働いています。ありがとうございま

す。(４年生・母親) 

10 年以上留萌市に住んでいて、ずいぶん子育てしながら働きやすくなったと思います。（保育園、

留守家庭の時間が長くなったことや、医療費のことなど）（インフルエンザ予防接種代ホジョな

ど）子ども向けの企画やイベントもいろいろ行われていて、参加させてもらって楽しんでいます。

おさがり広場もとても良いです。今後は待機児童（保育園）を無くせるようにしてもらいたいこ

とと、市立病院に小児科医がずっといてくれるようにしてもらいたいです。(４年生・母親) 

様々な子ども向けのイベントや行事などが多々あることは、とても良いと思いますが、どの行事

も、主催する側からの目線が優先で、参加する子どもや親たちの目線が足りないように思います。
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各施設の方々も、もう少し、子ども目線を持っていただけたら、より子育てのしやすい街になる

かと思います。他人に対して、あまり優しくない印象を持ちます。参加、利用する側の親や子の

マナーもよくない面もあるかもしれませんが、会話や説明がもう少しあると、よりよい印象を持っ

て、子育てしていけると思います。(４年生・母親) 

子供が遊べる公園遊具やスポーツ施設を充実させて下さい。(４年生・母親) 

病児保育、とても良い案ですが今現在保育士が足りないと言われてますが、成り立つのでしょう

か？(４年生・母親) 

ゴミ区分が厳しすぎて小学４年生では間違える事が多いため、家での仕事が無駄に増える。雑が

みと紙製容器が少し混ざって入っていただけでゴミを持っていってくれないのは意地悪すぎる。

なるべく分けてくださいといったように変えるなどしてほしい。子供達だけで放課後遊びに行け

るような場所が少ない。（雨の日や雪の日などに。）札幌市にある川下公園のような、外でも中で

も遊べる公園があればとても嬉しいです。(４年生・母親) 

元気な老人に手伝ってもらい、児童館で、一緒に遊んだり、編み物や折り紙など相手が出来ると

思う。核家族化が進んでいるので、交流が出来ると、子供も心にゆとりが出来たりすると思う。

独居老人も活やく出来る場所があると、留萌も元気になるんではないでしょうか？親が生きてい

る時は、子供の面倒も手伝ってもらえていますが、病気になったりした時、預かってくれる場所

（高学年）は、どうしたら良いのか、わからない。(５年生・母親) 

留萌は転勤族の多い所なので、子育てに関して祖父母や知人の手助けを得られないご家庭も多い

と思われるため、転入時など早い段階で、子育て支援センターやおたすけママなどの情報を提供

してあげてほしいと思います。はーとふるでの乳幼児栄養相談も、同じ年頃のお子さんを持つお

母さんと知り合える場だと思うので、積極的な利用をお勧めしてほしいです。(５年生・母親) 

教育について、子ども達が通えて、個別等で教えてもらえる環境や、塾や、勉強が分かる環境、

場所の提供があると助かります。(５年生・母親) 

学校給食の質が落ちていると思う。冷凍食品とみそ汁が多すぎ、品数も減ったと思います。数年

前は手作り品などもあり、給食も楽しそうに思えました。食材の値上げの時に給食費も上ったは

ずです。季節のイベント的な物もないような気もします。子供たちに楽しく美味しく食べてもら

える様な、学校給食を期待しています。(５年生・母親) 

子ども食堂は利用したいと思っています。月１回でなかなかタイミングも合わないので、回数が

増えると良いのにと思います。(５年生・母親) 

医療費がかからないのでとても助かります。このような子供に関する支援や補助などずっと続け

てほしいです。信頼できる小児科や耳鼻科があるといいと思いました。スキーやスケートのでき

る場所を留萌市内で欲しいです。習い事の情報などわかりやすく紹介してほしいです。(５年生・

母親) 

子どもの病気の時は親が付き添ってあげたいので、休み易い環境作りを、職場に喚起してもらい

たい。国や自治体には、それを働きかける他、具体策を提示し、各職場に強く促してほしい。(５

年生・母親) 

留萌は高学年以上の子供が自由に遊ぶ場所がどこにもありません。小さい子だけではなく、多感

になる時期の子供達にもサポートがあっても良いと思います。親から少し手を離れますが、中身

はまだまだ子供です。自由に体を動かしたり、話しをしたりする場所がないと、家にこもってネッ

トやスマホだけに集中してしまいます。学校ではＳＮＳに気をつけようと言いますが、言ってい
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るだけでどうしたらＳＮＳから集中をそらすかはまったく考えてないようです。部活動や少年団

もどんどん減り、遊ぶ所もなく、多感な時期の子供達はどこでストレスを発散したらいいですか？

小さい子や年寄りの事ばかりではなく、高学年～中学生の子供達の事を考えて下さい。(５年生・

母親) 

近くの公園で遊んでほしいが、遊具なし。高砂公園へ遊びに行く事が多いが遠い。近くの公園は

草刈もしてなく、遊具なく、整備がなってないし、ハチなど害虫も多く安心して遊ばせる所がな

く困っている。市議も多い中議員減らし、公園で遊べる所を子供達に増やしてあげてほしいです。

市にお金がない事はわかっているが、何故か切ないですね。私たちが子供の頃は公園に遊具もあ

り、遊ぶ所がたくさんあった。(５年生・母親) 

子育てに関して、援助などを、たくさん考えてほしい。留萌の町自体を子育しやすい町にしてほ

しい。(５年生・父親) 

仕事に就きたいと思っても学校が休みの日にも勤務がある等祖父母が近くに居ない家庭は子供を

１人にしなくてはならず働けません。預ける所を考えるのも大切ですが、週１回や短時間で働け

る環境も作ってほしいです。企業にも働きかけてください。(６年生・母親) 

子育てしづらい町だと思います！(６年生・母親) 

土曜日にインフル以外の定期予防接種できるようにしてもらいたい。仕事をしていると、なかな

か休めない（子どもも３人いるためたびたび休めない）。(６年生・母親) 

習い事の行き帰り、冬の時期は除雪が悪く危険な状況だと思う。学校から出される家庭学習の量

が多いと感じます。学力向上の為、先生方の努力は十分に理解できますがもっと遊びや、好きな

事に集中できる時間を増やしてあげたいです。高等学校が１校しかないので選択の幅が狭い！！

市外（旭川・札幌）に進学させた場合の完全給付型の支援金等考えて頂きたい。（中学進学時も

私立を選ぶ人も多いと思います）(６年生・父親) 
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４ 小学生・中学生児童 

（１）あなた自身と普段の生活について 

 

 ・「男子」が 50.8％、「女子」が 48.3％となっています。 

 

 

 

 ・「小学５年生」が 44.9％、「中学２年生」が 54.7％となっています。 

 

 

 

 ・おこづかいの使い道は「貯金」が 53.8％で最も高く、それ以外は３割前後となっています。 

 

［その他の記述］ 

・文房具、ゲームセンター   ・カードゲーム（ＤＭ） 

・エムズアーデンがなくなって困っています。 ・プリクラ 

・貯金する     ・ＣＤなどを買う   

・部活のものを買う。    ・グッズ 

・服      ・ジャニーズなどの趣味 

       

男子

女子

　無回答 n= 236

50.8 

48.3 

0.8 

0 10 20 30 40 50 60(%)

小学５年生

中学２年生

　無回答 n= 236

44.9 

54.7 

0.4 

0 10 20 30 40 50 60(%)

ゲーム（ゲーム内でお金がかかる場合も含む）

本

ジュースやお菓子などの飲食代

ゲーム、本、飲食代以外のお買い物

貯金

その他

もらっていない

　無回答 n= 236

27.5 

31.4 

33.1 

32.6 

53.8 

5.5 

15.7 

0.4 

0 10 20 30 40 50 60(%)

問 1 あなたの性別はどちらですか。 

問２ 現在、あなたは何年生ですか。 

問３ おこづかいは何に使いますか。【複数回答】 
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 ・自分専用の携帯電話やスマートフォン、タブレットは約７割が持っています。 

 

 

 

・ふだん、インターネットをしたり、ゲーム機やスマホなどを使う時間は、「2時間～3時間」が

32.9％で最も多く、次いで「1時間～2時間」が 28.0％となっています。 

 

  

持っている

持っていない

　無回答 n= 236

69.5 

30.1 

0.4 

0 10 20 30 40 50 60 70 80(%)

1時間未満

1時間～2時間

2時間～3時間

3時間～5時間

5時間以上

まったくしない

　無回答 n= 236

6.8 

28.0 

29.7 

20.3 

11.9 

3.0 

0.4 

0 10 20 30 40(%)

問４ 自分専用の携帯電話やスマートフォン、タブレットを持っていますか。 

問５ ふだん、インターネットをしたり、ゲーム機やスマホなどを使う時間はどれくらいですか。 
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 ・平日の放課後に過ごす人は、「親」が 54.7％で最も多く、次いで「部活動やスポーツ少年団の

仲間」49.2％、「学校の友達」46.2％、「兄弟姉妹」44.5％となっています。 

 

［その他の記述］ 

・放課後デイサービス（２件） 

・児童センター 

・飼っている犬 

・児童センター（２件） 

・インターネット上で学校の友達と過ごす 

  

親

兄弟姉妹

その他の家族・親戚

学校の友達

部活動やスポーツ少年団の仲間

趣味・習い事の仲間

インターネット上での友達

市内のお知り合い

学校の先生

相談を専門に受け付ける人

その他

いない

　無回答 n= 236

54.7 
44.5 

13.1 

46.2 

49.2 

8.9 

5.9 

1.3 

8.1 

0.0 

3.4 

4.2 

0.8 

0 10 20 30 40 50 60(%)

問６ 平日（学校に行く日）の放課後（夕方 6 時くらいまで）、誰と一緒に過ごすことが多い

ですか。【複数回答】 
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 ・平日の放課後に過ごす場所は、「自分の家（リビングなど）」が 69.9％で最も多く、次いで「自

分の部屋」54.2％、「学校（部活動など）」47.5％となっています。 

 

 

 

 ・平日の寝る時間は、「午後 9 時～午後 11 時」が 51.3％で最も多く、次いで「午後 11 時～午前

1時」31.4％となっています。 

 

 

 

  

自分の部屋

自分の家（リビングなど）

学校の友達の家

学校以外の友達の家

塾や習い事

学校（部活動など）

スポーツ少年団などの活動の場（野球場・サッカー場など）

公園

図書館やスポーツセンター、児童センターなどの公共の施設

ショッピングセンターなど

ゲームセンターやカラオケなどの娯楽施設

山、川、海、野原などの野外

その他 n= 236

54.2 

69.9 

15.7 

0.4 

11.0 

47.5 

14.4 

9.3 

11.4 

1.3 

1.7 

1.7 

5.9 

0 10 20 30 40 50 60 70 80(%)

午後8時より早く

午後8時～午後9時

午後9時～午後11時

午後11時～午前1時

午前1時～

無回答 n= 236

0.0 

11.0 

51.3 

31.4 

5.5 

0.8 

0 10 20 30 40 50 60(%)

問７ 平日（学校に行く日）の放課後（夕方 6 時くらいまで）、どこで過ごすことが多いです

か。【複数回答】 

問８ 平日（学校に行く日）、だいたい何時ごろ寝ますか。 
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 ・学校が休みの日の過ごし方は、「家でテレビや DVD などを見たり、ゲームをしている」が 80.9％

で最も多く、次いで「家族と過ごしている」58.5％、「部活動やクラブ活動などをしている」

49.6％、「家で勉強や読書をしている」48.7％となっています。 

 

 

 

 ・学校が休みの日にいる場所は、「自分の家（リビングなど）」が 83.5％で最も多く、次いで「自

分の部屋」64.4％、「学校（部活動など）」43.6％となっています。 

 

  

学習塾や図書館など、家以外の場所で勉強している

部活動やクラブ活動などをしている

習い事やスポーツなど、地域の活動に参加している

家で勉強や読書をしている

家でテレビやDVD などを見たり、ゲームをしている

家族と過ごしている

友達と遊んでいる

その他 n= 236

3.8 

49.6 

15.3 

48.7 

80.9 

58.5 

44.9 

5.9 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90(%)

自分の部屋

自分の家（リビングなど）

学校の友達の家

学校以外の友達の家

塾や習い事

学校（部活動など）

スポーツ少年団などの活動の場（野球場・サッカー場など）

公園

図書館やスポーツセンター、児童センターなどの公共の施設

ショッピングセンターなど

ゲームセンターやカラオケなどの娯楽施設

山、川、海、野原などの野外

その他

　無回答 n= 236

64.4 

83.5 
28.0 

3.8 

5.5 

43.6 

10.6 

9.7 

11.4 

14.0 

4.2 

1.7 

3.8 

0.4 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90(%)

問９ 学校がお休みの日は何をしていますか。【複数回答】 

問 10 学校がお休みの日は、どこにいることが多いですか。【複数回答】 
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 ・悩みや心配ごとは、「勉強や進学のこと」が 58.9％で最も多く、次いで「自分の性格や生き方

のこと」33.5％となっています。 

 
 

 

 ・悩みや心配ごとの相談相手は、「親」が 64.4％で最も多く、次いで「学校の友達」49.6％、「学

校の先生」33.1％となっています。 

 
  

勉強や進学のこと

家族や家庭のこと

友人や恋人のこと

お金のこと

自分の性格や生き方のこと

健康や病気のこと

自分の顔やスタイルのこと

その他

　無回答 n= 236

58.9 

6.4 

16.9 

16.1 

33.5 

14.8 

14.0 

8.5 

6.8 

0 10 20 30 40 50 60 70(%)

親

兄弟姉妹

その他の家族・親戚

学校の友達

趣味・習い事の仲間

インターネット上での友達

市内のお知り合い

学校の先生

相談を専門に受け付ける人

その他

いない

　無回答 n= 236

64.4 
17.8 

8.5 

49.6 

6.4 

4.7 

0.8 

33.1 

1.3 

1.3 

14.8 

2.1 

0 10 20 30 40 50 60 70(%)

問 11 悩みや心配ごとは次のどれですか。【複数回答】 

問 12 悩みや心配ごとで困ったときは誰に相談しますか。【複数回答】 
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（２）あなたの食生活について 

 

 ・朝食を「毎日食べる」人は 85.2％、「週に３日くらい食べる」人は 9.7％、「いつも食べない」

人は 4.2％となっています。 

 

 

 

 ・夕食を一緒に過ごす人は、「親」が 89.0％で最も多く、次いで「兄弟姉妹」61.0％、「その他の

家族」19.9％となっています。一方、「１人で食べる」人は 15.3％となっています。 

 
 

 

 ・子ども食堂を「知っている」人は 42.4％、「知らない」人は 57.2％となっています。 

 

  

毎日食べる

週に３日くらい食べる

いつも食べない

　無回答 n= 236

85.2 9.7 

4.2 

0.8 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90(%)

親

兄弟姉妹

その他の家族（おじいちゃん、おばあちゃんなど）

家族以外の人

１人で食べる

子ども食堂で食べる

食べない

　無回答 n= 236

89.0 

61.0 

19.9 

2.5 

15.3 

0.0 

0.0 

0.4 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

知っている

知らない

　無回答 n= 236

42.4 

57.2 

0.4 

0 10 20 30 40 50 60 70(%)

問 13 毎日、朝ごはんを食べますか。 

問 14 誰と晩ごはんを食べますか。【複数回答】 

問 15 あなたは子ども食堂を知っていますか。 
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 ・子ども食堂を知っている人の中で、子ども食堂を「利用したことがある」人は 8.0％となって

います。 

 

 

 

 ・子ども食堂を知らない人の中で、子ども食堂を「利用したい」人は 20.0％となっています。 

 

 

（性別・学年） 

学校は楽しい(男子・小学５年生) 

今回のアンケートで自分のことを改めて知れた(男子・小学５年生) 

映画館があったらいい。大きい本屋さんがあったらいい。(男子・小学５年生) 

文房具に困っています(男子・小学５年生) 

ルモイプラザのゲームコーナーのゲームを、増やしてほしいです。高砂公園に遊具が増えたらい

いなと思いました。(男子・小学５年生) 

色々なことが書けてすっきりしました。(男子・小学５年生) 

ネコカフェを作ってほしい。(男子・小学５年生) 

もうちょっと本の店があったらいいと思う。家族で楽しめる場所を作ってほしい。(男子・小学

５年生) 

魚のつり具とか店に売っておる魚の量を増やして魚全休う（丸ごと）っほしい。(男子・小学５

年生) 

学校は楽しい。(男子・小学５年生) 

留萌にショッピングモールとスポーツ店を作ってほしい。(男子・小学５年生) 

こども食堂のことをもっと詳しく(男子・小学５年生) 

留萌に大型ショッピングモールを作ってほしいです。アスレチック施設を作ってください。(男

子・小学５年生) 

利用したことがある

利用したことはない

n= 100

8.0 
92.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

利用したい

利用したいと思わない

　無回答 n= 135

20.0 

78.5 

1.5 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90(%)

問 16 問 15 で「１.知っている」を選んだ方：子ども食堂を利用したことはありますか。 

問 17 問 15 で「２．知らない」を選んだ方：「子ども食堂」を利用してみたいとおもいますか。 

問 18 最後に、このアンケートの感想や、学校や社会のことについてご意見やご要望があり

ましたら自由にご記入ください。 
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道路の除雪をきれいにやってください（残さないように）(男子・小学５年生) 

アスレチックやゲームセンターを作ってほしい。(男子・小学５年生) 

留萌にゲームセンターを作ってほしい(男子・小学５年生) 

留萌にＡＥＯＮを設立してください。(男子・小学５年生) 

スキー場を作ってほしい。(男子・小学５年生) 

「うお魚」を作ってほしい(男子・小学５年生) 

公園を安全すること。除雪を朝早くきれいにやってほしい。会社でやることをやってほしい。で

きるだけ人気のないところを減らしてほしい。もう少し体の不自由な人に良い施設がほしい。(男

子・小学５年生) 

道にポイ捨てしてほしくない。(男子・小学５年生) 

市内に役立ついいことだと思います。(男子・小学５年生) 

いいアンケートだったと思った。だがもっと「子ども食堂」について言ってくれないと、まった

くわからないです。(男子・中学２年生) 

自分の思った事を正直に書く事ができて良かった(男子・中学２年生) 

この社会は、厳しい。・留萌は老人にお金をかけすぎです。未来のある若者にお金をかけてくだ

さい（例えば、スポーツの発展など）(男子・中学２年生) 

人は見かけによらずダメな所もあるので友達が困っている時に助けられる友人になりたいと思っ

た。(男子・中学２年生) 

来年税金を上げるのはやめてほしい。冬なのでしっかり道を除雪、整備してほしい。(男子・中

学２年生) 

全国の人々にそれぞれ権利があるのに沖縄県の海埋め立て問題を政府が勝手に決めつけていると

ころは良くないと思う。両者の意見をしっかり持った上でどうするかを決めた方が良いと思う。

(男子・中学２年生) 

もっと道路の除雪をしっかり行って欲しい。登下校のしやすい環境を整えて欲しい。(男子・中

学２年生) 

宿題の効果はあまりないという研究結果が出ているので、宿題を少し減らしてほしいです。生徒

も先生も負担が減ると思います。(男子・中学２年生) 

新しく文房具店を建ててください(女子・小学５年生) 

お小遣いアップ↑したい！(女子・小学５年生) 

子ども食堂は主にどのような場所にあるのですか？子ども食堂では、自分でごはんを持って行く

んですか？何で、小五と中二の人のアンケートなんですか？(女子・小学５年生) 

これは、何のためにするのかわかりません。何も起きないのに、何故するのですか？(女子・小

学５年生) 

何のためにこのアンケートをやるんですか。これをやることで何があるんですか。なんの意味が

あるんですか。教えてください。(女子・小学５年生) 

このアンケート詳しくてすごく良いです。留萌プラザをもっとキレイにして、お客さんが来るよ

うにしたい。高砂公園にバスケットゴールとサッカーをつけてほしいです。高砂公園のトイレを

もっとキレイに新しくしてください。(女子・小学５年生) 

勉強をすることをもっと楽しくしてほしい。校外活動をもっと増やしてほしい。(女子・小学５



第２章 調査結果［小学生・中学生児童］ 

 

- 113 - 

年生) 

文房具を買う場所がなくて困っています。（プレゼントとか…）(女子・小学５年生) 

エムズが無くなって文房具を買うのに困っています。(女子・小学５年生) 

おこづかいの使い道をもう少し考えて使いたい。(女子・小学５年生) 

トイレの手を洗う場所の高さが低すぎて大変です。(女子・小学５年生) 

留萌に大きい建物を作ってほしい。除雪などが危険。(女子・小学５年生) 

道路の雪をもうちょっとキレイに除雪してください。(女子・小学５年生) 

運動場（バレーボール） 服屋さん(女子・小学５年生) 

留萌にデパート・ショッピングセンター、ゲームセンターを作ってほしい。雪かきをきれいにし

てほしい。近にスキー場を作ってほしい。(女子・小学５年生) 

子どもが遊べる所を作ってほしい(女子・小学５年生) 

留萌に大きい建物を作ってほしい。除雪をしっかりしてほしい。(女子・小学５年生) 

スキー場を作ってください。(女子・小学５年生) 

アスレチック的な公園がほしい。お寿司屋さんがほしい。(女子・小学５年生) 

道路の除雪をきれいにやってください。(女子・小学５年生) 

留萌にイオンなどを作ってほしい。公園をもうちょっと大きくしてほしい。公園にあるトイレを

きれいにしてほしい。（虫やかびがわかない）(女子・小学５年生) 

最近、ゲーム機やスマホなどの利用している時間が増え、視力があまりよくない子など、メガネ

をかけはじめている子をよく見かけます。なので、留萌市でも勉強をしてからやる・やる時間を

決める、など少しルールを作ってほしいです。(女子・小学５年生) 

自分の生活を見直せるアンケートだったと思います。(女子・小学５年生) 

学校：かばんが重いです。(女子・中学２年生) 

しっかりと自分の健康に気を付けながら生活していきたいと思います。(女子・中学２年生) 

死にたいと望む人が少しでも減るよう、社会を直した（？）方が良いと思う。(女子・中学２年

生) 

街灯が少なく暗い道があるので、明るくしてほしい。(女子・中学２年生) 

先生もメイクしてるんだから生徒もしてもいいと思う。（肌にニキビがあってかくしたい。とか

目が小さいからアイプチとか。）(女子・中学２年生) 

頭が悪いから、どうやったら成績を上げれるか心配です。(女子・中学２年生) 

留萌中の体育館寒い。雨漏りもするし、リニューアルした方が良いと思う。できないのだったら、

元々留高があった所を留中にしよう。うんそうしよう。道路が危ないってさ。今までの高校生は

危なくても良かったって事なのかな？とにかく留萌高校を留中にするデメリットはない。(女子・

中学２年生) 

アンケートの質問わかりやすかったです。(女子・中学２年生) 

 


